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。
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会
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q
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戸
l

喜

日

ヨた

は
し
が
き

第
一
節

有
償
諸
島
?
の
流
遁
性
と
資
格
授
巣
性

第
二
節

有
償
諮
券
法
上
の
諸
原
則
と
謹
A
T
の
流
遁
性

第
三
節

有
償
護
券
に
闘
す
る
諸
問
題
と
設
券
の
流
通
性

は

し

カ2

:} 
、-

有
償
詮
雰
制
度
は
私
権
の
流
通
を
容
易
な
ら
し
め
る
目
的
の
矯
め
に
存
す
る
も
の
と
考
へ
る
こ
と
に
依
っ
て
始
め
て
共
存
在
の
合
理
性

を
理
解
し
得
べ
き
こ
と
は
従
来
屡
々
主
張
し
た
所
で
あ
っ
た
(
青
山
衆
司
博
士
還
暦
記
念
論
文
六
七
頁
以
下
拙
稿
有
償
鐙
券
の
概
念
に
就
て
参
照
)

Q

而
し
て
其
根
撮
は
有
償
讃
雰
の
典
型
的
な
経
済
上
の
用
途
が
専
ら
詮
雰
の
流
通
性
の
上
に
存
す
る
こ
と
並
に
有
償
詮
忠
妙
法
の
主
要
た
る
規

有
償
議
券
の
流
通
性

(
本
間
)

七
九
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定
が
皆
此
の
詮
雰
の
流
通
を
助
長
す
る
も
の
と
し
て
共
存
在
の
理
由
を
認
め
得
べ
き
こ
と
の
二
黙
に
之
を
求
め
た
(
前
掲
拙
稿
九
九
頁
!
一

。
四
頁
参
照
)

c

前
者
印
ち
経
済
的
根
擦
を
詳
論
す
る
は
他
の
機
合
あ
る
べ
し
、
本
稿
に
於
て
は
此
後
者
の
黙
を
明
か
に
せ
ん
が
矯
め
数
個

の
有
償
誰
雰
上
の
問
題
を
取
扱
ひ
有
償
誰
歩
制
度
が
如
何
に
読
歩
流
通
の
目
的
に
法
律
政
策
的
閥
聯
を
有
す
る
か
、
換
言
す
れ
ば
叙
上
白

目
的
が
如
何
に
有
債
設
券
法
上
に
指
導
的
任
務
を
行
ふ
か
を
観
察
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
通
設
は
之
に
反
し
て
構
利
の
表
象

(同

S
E
E
E
C
V曲
目
戸
)
又
は
資
格
(
伊
∞
包
岱
自
己
目
。
H
H
)

と
稽
す
る
一
一
檀
の
技
術
的
た
純
法
律
概
念
を
基
準
と
し
て
有
慣
読
券
法
を
説
明
せ
ん
と

欲
す
る
|
|
共
有
力
な
る
代
表
者
を

F
S
E
に
於
て
之
を
見
る

2
2
2
H
F
Uぽ
巧

2
S
4
z
i
E
E叫m
円。

E
o
r
g
F
o
E
L
E
E
5霊
長
お

国
首
g
g
v
E
-
串
〉
言
。
ロ

g
m
H・
5H寸
山

岳

2
E
F
C
Eロ白
H
凶
器
含

m
F。
v
g
島

2
4
3
8至
。

E
官
色
喝
E
F
F
5
F
U
l
-
-然
し
斯
の
如

き
皐
た
る
概
念
的
加
工

(
g
g
m
o氏
P
H
4
0
5号
由
民

g
m
)
の
み
を
以
て
し
て
は
有
債
詩
券
法
の
安
官
な
る
理
解
は
到
底
之
を
期
待
す
る
こ

と
が
出
来
た
い
、
本
稿
は
此
賄
を
も
併
せ
て
明
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
、
唯
其
充
分
な
る
研
究
は
此
小
論
文
に
於
て
之
を
査
す
を
得
た
い
。

第
一
節

有
債
詮
券
の
流
通
性
と
資
格
授
輿
性

Q
a
E
E
S
φ

国
国
∞
由
H
H

H
b
D
V品
同

は
共
著
商
尚
一
靴
中
有
債
詮
券
の
目
的
を
論
じ
て
日
く
「
有
償
詮
多
一
般
の
目
的
は
無
形
の
権
利
を
見
得
る
様
に

(
一
曲
目
白
冨
ず
号
)

な
さ
ん
と
す
る
必
要
を
満
す
と
と
で
、
有
慣
詮
穿
は
一
の
樺
利
記
披
(
由
芯
E
H
B
官
民
る
で
あ
り
又
有
形
化
さ
れ
た
権
利

で
も
あ
る
、
此
限
度
に
於
て
有
債
詮
雰
は
登
記
簿
に
類
似
し
公
一
不
作
用
掲
示
の
目
的
(
巴
島
注
目
司

gど
を
有
す
る
、
然
し
之
は
有
慣
諸

島
伸
一
般
の
目
的
で
あ
っ
て
各
種
の
定
型
的
有
償
詮
券
の
目
的
を
明
瞭
な
ら
し
め
童
す
も
の
で
は
な
い
、
そ
れ
が
仮
令
権
利
利
用
の
認
め
に



必
要
な
る
権
利
記
競
を
目
的
と
す
る
と
謂
つ
で
も
未
叫
ん
以
て
充
分
な
る
も
の
と
一
五
ふ
を
得
な
い
、
如
何
と
な
れ
ぽ
斯
の
如
き
権
利
記
蹴
を

結
局
何
故
に
必
要
と
す
る
や
の
問
題
が
未
解
決
に
残
さ
れ
る
か
ら
。
而
し
て
此
問
題
は
有
憤
語
家
全
部
に
互
り
共
通
的
仁
解
決
す
る
こ
と

が
出
来
た
い
、
個
々
の
有
償
設
券
の
定
型
的
種
類
に
依
つ
て
の
み
解
決
し
得
る
所
で
あ
る
、
如
何
と
な
れ
ば
私
権
と
詮
穿
と
を
結
合
さ
せ

る
こ
と
は
色
K

の
異
る
目
的
の
矯
め
に
利
用
さ
れ
る
手
段
で
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
尚
之
町
一
寸
の
目
的
中
数
種
の
も
の
を
併
せ
特
定
の
有

債
詮
券
定
型
の
目
的
と
た
す
場
合
も
存
す
る
、
之
等
の
目
的
中
最
も
重
大
た
る
も
の
に
二
種
あ
り
、
共
一
は
取
引
を
容
易
た
ら
し
め
ん
と

す
る
こ
と
、
印
ち
流
通
の
目
的

(
d
B
F巳
人
自
己

gH注目。
5
6
)
N
巧
巾
島
)
印
ち
、
設
鼻
持
に
依
り
私
権
を
動
的
化
せ
ん
と
す
る
目
的
で
あ
h
y

共
二
は
資
格
設
明
の
目
的

(KF542苧(一
C
E
R
E
P位。
E
t
)
N
3
0
5
で
あ
る
、
有
償
譲
多
は
そ
れ
が
債
樺
者
の
利
益
の
矯
め
な
る
と
或

は
債
務
者
の
利
益
の
矯
め
た
る
と
或
は
其
双
方
の
震
な
る
と
否
と
を
問
は
や
ノ
資
格
誰
明
を
符
易
た
ら
し
め
る
こ
と
を
以
て
其
目
的
と
な
す

こ
と
が
出
来
る
。
此
両
目
的
は
個
々
の
有
償
説
多
定
型
を
完
成
す
る
に
最
も
重
大
な
る
役
目
を
演
タ
る
が
故
に
有
償
説
家
の
目
的
中
二
つ

の
主
要
た
る
も
の
と
稗
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
云
々
。
倫
同
氏
は
「
前
記
流
通
の
目
的
を
有
す
る
有
償
誰
歩
を
流
通
読
歩

(
d
E
U片品目
1

HVU円
)
又
は
狭
義
の
有
償
詮
券
(
巧

-MV・
?
の
・
閉
山
口

5
)
と
轄
し
、
無
記
名
誰
多
及
国
有
の

(
1
1
i或
は
技
術
的
の
1

1或
は
有
償
誰
家

法
的
裏
書
を
許
す
l
l
)
指
閏
詮
雰
(
冊
目
向
。
己
目
。
宮
司

-
g岳
民
意
F
E
{
H
S
E
P
E由
l
Q
P
4
4山
晶
君
〉
在
包
含
す
る
も
の
と
解
し
之
等

の
詮
雰
に
は
高
度
の
有
償
誰
車
妙
法
上
の
流
通
保
護
あ
る
が
故
に
公
信
力
あ
る
有
償
読
雰
(

J〈

-HV-E広
島
市
ロ
言
。

Z
5
2
2げ
の
ロ
)

も
帯
す
る
、
流
通
の
目
的
を
有
せ
ざ
る
有
慣
誰
雰
は
記
名
詩
雰
(
出
品

r
g軍
司
目
白
)

と

並
に
国
有
た
ら
ざ
る

(
1
1
i譲
渡
た
る
民
法
的
効
川
県

を
以
て
裏
書
を
許
す
l
l
)
指
固
詮
券

(ga∞
自
岳
2
0ゐ・
5
H
F
O
V
E
r
g
p
Z冊
。
志
向
宮

1
0
5
)
を
包
含
し
、
公
信
力
な
き
有
償
詩

車
伊
〈
当
・
】
ι
・。
5
8
Fロ仲間
d
V
2
2
2ゲ
B
)
又
は
債
義
の
記
名
詮
多
(
出
島
宮
】

V
P
1
2
5
4
0
H
g
Eロ

mzg)
と
も
稽
す
る
、
前
者

有
償
詮
品
分
の
流
通
性

(
本
間
)

i¥. 
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に
於
て
は
詮
雰
上
の
権
利
は
設
務
所
有
権
の
物
権
法
上
の
運
命
に
随
昨
し
後
者
に
於
て
は
諸
島
妙
所
有
権
が
却
て
読
穿
上
の
権
利
の
運
命
に

従
ふ
、
前
者
に
は
抗
障
制
限
の
制
度
あ
り
後
者
に
は
之
を
見
歩
、
雨
者
は
甚
L
く
有
慣
誰
車
妙
法
上
の
取
扱
を
具
に
す
る
も
の
で
あ
る
」
と

(
註
2
〉

主
張
し
て
居
る
。

(
註
1
)

出
回
ぬ

B
H
b。
げ
の
♂
何
百
念
日
中
当
。

oratdロ
色
彩
Z
E
E
-
回
目
∞
2
5仲
自
己
め
戸
仲
田
各
自
国

s
r
p
宮
E
Sぬ
品
。

Z
ロ
40回
出
足
。

H
Z
Z
E
B
H
2
4

出向・

H
a・】凶
U
M
W

同・

(
註
ゆ
る

Hbcvs
と
同
一
分
類
を
採
用
す
る
も
の
巴
子
宮

r
g
ュP
F
o
z
h
g
H
4
4
2
G品目
2
3
5ほ
人
寄

E
骨
Mm富
山
⑦
吋
宮
。

r
z
t
m窓
口

20】
5
2

E
=
3
m
-
串
同
・
吋

-
E
E
Z
Z
W
4
4
2
H
H
E阿
国

E
m
o
z
o
r
E
O
F
H
u
g
w
m
-
E
R
0・
参
照
。

有
償
詮
鼻
悼
の
目
的
に
闘
す
る
殺
上
の
説
明
は
(
共
内
容
の
嘗
否
は
別
と
し
て
)
決
し
て
詳
細
な
る
も
の
と
稽
す
る
を
件
な
い
、
然
る
に

此
問
題
に
闘
す
る
一
般
撃
者
の
説
明
は
尚
一
居
省
略
的
で
あ
る
、
蓋
し
有
慣
設
車
妙
法
研
究
に
於
て
は
共
日
的
的
研
究
在
重
税
し
な
か
っ
た

と
と
に
起
閃
す
る
も
の
で
あ
ら
う
、
其
黙
は
有
慣
誰
雰
研
究
の
他
の
部
分
例
へ
ば
伊
巾
包
岱
自
主
宮
口
の
研
究
の
如
き
詳
細
を
極
め
た
る
も

の
あ
る
と
劃
比
し
て
益
々
明
か
で
あ
ら
う
。
然
し
有
償
誰
察
法
に
於
て
目
的
的
研
究
を
他
の
法
律
分
野
よ
り
も
軽
腕
す
ぺ
き
何
等
の
理
由

た
き
の
み
な
ら
歩
、
元
来
有
一
慣
詩
家
の
如
く
純
粋
に
経
済
的
需
要
に
奉
仕
す
る
法
的
手
段
に
あ
っ
て
は
之
に
闘
す
る
制
度
は
全
く
技
術
町

法
律
政
策
的
で
あ
る
、
従
っ
て
其
制
度
は
目
的
を
離
れ
て
受
賞
た
る
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
た
い
。
所
謂
千
形
理
論
は
共
鋭
利
な
る

推
論
の
故
を
以
て
概
念
法
撃
の
梓
を
た
し
て
居
ヲ
た
が
而
も
往
k

に
し
て
千
形
問
題
の
解
決
に
安
賞
性
を
典
へ
な
か
っ
た
の
は
全
く
此
瑚

(註
4
〉

由
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
o

(
誌
3
)

法
の
技
術
的
性
質
に
付
い
て
は
田
中
耕
太
郎
博
士
商
法
研
究
第
一
血
管
一
五
九
頁
以
下
技
術
的
法
と
し
て
の
商
法
.
参
照
。



(註
4
)

国
宥
の
法
律
獲
d

F

法
律
解
稗
事
)
は
法
を
理
解
す
る

(
2
2
S
Fロ
)
血
中
間
で
あ
り
法
を
理
解
ナ
る
と
は
法
の
意
味
(
虫
ロ
ロ
)
を
知
る
こ
と
ぞ
あ

る
、
而
し
て
こ
』
に
法
の
意
味
と
は
立
案
者
が
法
に
附
奥
せ
ん
と
欲
し
た
意
味
、
過
去
の
心
裡
的
事
実
を
探
究
す
る
こ
と
に
非
ず
.
出
品
⑦
ロ
ロ
官
官
印
3

回
吋
何
百
ロ
窓
口

-zsr品
。
回
目
富
岡
氏
ロ
2
4
0品
。
白
p
o
v窓
口
m

に
非
ず
し
て
.
賞
定
法
白
挫
の
有
す
る
意
味
を
指
稀
ナ
る
・
斯
の
如
き
京
味
は
単
に
保
文

υ

用
語
、
保
文
と
俊
文
と
の
関
係
・
俊
文
の
全
僅
系
に
於
け
る
位
置
等
よ
り
理
論
的
方
法
に
依
づ
て
の
み

(ggmHO弘乙

2
5忌
丘
宮
口
巴
解
四
押
し
件
べ

き
に
非
ず
‘
其
法
規
に
内
在
す
る
目
的
、
客
観
的
目
的
に
照
し
郎
ち
共
目
的
到
達
の
手
段
と
し
て
其
法
規
を
観
察
す
る
こ
と
を
も
加
味
し
て
法
の
怠
球

を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
換
言
す
れ
ば
法
の
解
緯
は
日
的
論
的
加
工

(
E
2吉
区

E
E
4
2
2
Z
E戸
ロ
巴
を
も
必
要
と
す
る
、
即
ち
法
律
解
明
件
は
迎

論
的
加
工
と
目
的
論
的
加
工
の
雨
方
法
の
解
明
し
難
き
混
浴
(
戸
己
申
訟

Z
H
E
e
e
E
Eど
に
依
る
産
出
物
で
あ
る
、
従
づ
て
岡
宥
の
法
卒
に
於
て
日

的
論
的
研
究
を
蔑
視
す
る
こ
と
は
全
く
謀
れ
る
態
度
で
あ
る
。
手
形
法
に
於
け
る
抗
持
制
限
の
制
度
の
如
き
目
的
論
的
に
は
秘
め
て
平
易
に
理
解
し
待

る
に
拘
ら
ず
所
誇
手
形
理
論
に
よ
れ
ば
複
雑
な
る
構
成
の
下
に
多
数
の
皐
設
の
並
存
す
る
の
を
見
て
も
此
事
が
明
か
に
な
る
で
あ
ら
う
。

(
F
S
2
0
y

p
o
v
g
H
V
H
Z
H
c
g句
E
P
M
U
u
p
a・
5
u
同
'
)
問
中
(
耕
)
博
士
法
律
問
学
三
三
頁
以
下
概
念
法
撃
の
革
新
、
目
的
論
的
解
緯
。
法
律
率
概
論
(
現
代
法
皐

全
集
三
八
巻
一
六
二
頁
以
下
)
。

察
師
寺
博
士
・
法
律
解
明
仲
論
、
法
曹
公
論
三
二
各
十
一
波
、
御
大
藤
記
念
競
。

CH-JFmoV42E
は
其
著

F
O
E
-
3
4ぜ
忌
宮
町
目
。

z
a・
ω
同
・
に
於
て
「
穣
利
行
使
に
護
券
の
占
有
を
必
要
と
ナ
る
も
の
を
有
償
諸
品
?
と
な
す
如

き
定
義
は
い
apooZ
も
阪
に
認
め
た
が
如
く
有
償
詮
券
法
の
自
足
的
控
系
の
基
礎
と
さ
れ
る
伐
め
に
は
英
し
く
目
的
論
的
見
方
(
件
。
τ
o
H
G∞
宮
己
軍
国

F

ag-ZHMmむ
を
依
く
も
の
で
あ
る
云
々
」
と
主
援
し
、
有
償
設
券
法
に
於
け
る
目
的
的
研
究
の
必
要
を
認
め
て
居
る
。

。
・
司

E
S
E
-
J司
2
8
4覧
、

ga一円⑦ぬま
B
P
2
0
5町
名
目
。

E
B
-
-
句。
m
酔
∞
与
え
・
出
口
∞
自
国

5
3
H
U
E
-
∞
-
F
に
於
て
彼
等
(
有
償
諮
券
上
の
搭

利
行
使
に
闘
す
る
規
定
)
は
合
目
的
的
考
慮
に
依
り
俊
件
付
け
ら
れ
且
其
の
規
定
相
互
の
閥
係
並
に
有
償
詮
券
概
念
と
の
闘
係
は
論
烈
的
ヘ
宮
立
さ
げ
)

に
非
ず
し
て
目
的
論
的
に
(
ぢ
H
g
H
c
m山吉岡
H
)

取
極
め
ら
れ
る
一
五
々
と
説
明
し
て
居
る
、
似
し
氏
は
物
機
的
規
定
に
し
て
有
償
詮
券
に
行
は
る
干
も
の
は

形
式
的
有
償
諮
券
概
念
よ
り
論
理
的
に
演
線
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
も
此
黙
は
賛
成
す
る
を
得
な
い
。

有
償
麓
品
分
の
流
通
性

(
本
間
)

i¥ 
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四

然
し
有
償
詮
券
の
目
的
に
闘
す
る

F
C
C
-
H巾一円

の
前
記
説
明
に
劃
し
て
は
無
像
作
に
賛
成
す
る
を
得
な
い
。
(
裁
に
有
償
詮
非
悼
の
目
的

と
稿
す
る
は
有
償
詩
家
使
用
者
の
主
観
的
目
的
を
指
す
に
非
歩
、

設
雰
が
一
位
九
腎
生
活
に
於
て
存
在
す
る
合
理
性

(
E
t
c
守
口
る
を
有
す
る
も
の
と
す
れ
ば
或
る
目
的
を
迫
ふ
矯
め
に
存
す
る
も
の
と
解
す

る
に
非
ざ
れ
ば
理
解
し
得
ざ
る
が
如
き
其
目
的
、
換
言
す
れ
ば
有
慣
詮
努
制
度
に
内
在
す
る
客
観
的
目
的
に
し
て
有
慣
詮
雰
に
特
有
の
も

一
定
の
法
的
規
律
の
下
に
於
け
る
有
償
詮
券
即
ち
制
度
と
し
て
の
有
償

の
を
指
得
す
る
の
で
あ
る
、
従
っ
て
有
慣
設
雰
の
目
的
と
一
五
は
ん
よ
り
は
有
償
誰
生
俸
制
度
の
目
的
と
云
ふ
を
以
て
よ
り
精
確
と
式
ふ
事
が

(註
5
U

出
来
る
ο

斯
の
如
き
も
の
の
説
明
と
し
て

F
。
o
r
2
は
所
謂
有
償
誰
歩
の
一
般
的
普
遍
的
目
的
、
印
ち
凡
て
の
有
償
設
雰
に
共
通
な
る
目

的
を
以
て
白
山

mH出
回
目

]
5
F
一切

2
v
g
N出
向
。
回
毎
ロ
を
作
る
こ
と
印
ち
無
形
の
権
利
を
有
形
化
す
る
こ
と
に
存
す
る
も
の
と
な
し
て
居
る
o

)

同

書
に
於
て
は
共
詳
細
な
説
明
を
欠
く
も
無
形
の
樺
利
を
見
得
る
様
に
た
す
と
は
、
要
す
る
に
腕
畳
に
影
じ
得
べ
き
事
責
に
よ
り
権
利
存
在

を
認
定
し
得
る
場
合
を
指
稽
す
る
も
の
で
あ
ら
う
、
若
し
然
ら
ば
之
れ
一
般
に
読
書
の
有
す
る
目
的
で
あ
っ
て
有
償
読
雰
特
有
の
目
的
で

は
た
い
、
例
へ
ぽ
或
る
権
利
の
存
在
を
草
な
る
読
明
詮
索
(
例
金
貸
借
誰
の
如
し
)
に
依
っ
て
認
定
す
る
こ
と
は
奇
人
の
日
常
経
験
す
る

所
で
あ
り
又
裁
判
上
書
詮
の
み
に
よ
っ
て
権
利
の
存
在
を
認
定
す
る
場
合
少
し
と
し
た
い
、
従
っ
て
包
何
回
出
回
目
官
民
担
を
以
て
有
慣
読
券

の
目
的
と
解
す
る
こ
と
は
速
か
に
賛
成
す
る
を
得
な
い
、
彼
も
亦
此
目
的
を
以
て
有
償
詮
券
法
の
説
明
に
不
充
分
な
る
も
の
と
な
し
流
通

及
資
格
詮
明

(
d
E
F丘
ロ
ロ
臼

P
Z担当可岳山田
(
F
O

∞比百
p
t
cロ
)
)
の
二
大
目
的
を
以
て
補
足
せ
ん
と
試
み
て
居
る
o

有
慣
詮
雰
在
以
て
流
通

の
目
的
を
迫
ふ
も
の
と
考
へ
る
こ
と
は
多
く
の
回
学
者
の
是
認
す
る
所
で
あ
る
が
之
は
後
に
述
ぶ
べ
し
、
誌
に
は
先
づ
伊
巾
区
民

HE岱
S
H
を

目
的
す
る
黙
に
付
き
一
言
し
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
通
常

F
0
1
R虫
色
芯
ロ
又
は

H
H
S
Z窓
口
『
冒
と
稿
す
る
は
一
種
調
特
の
意
義
を
有
す

へ
註
6
〉

る
法
的
概
念
で
あ
り

F
g
Z
始
め
て
之
を
以
て
有
慣
設
血
妙
法
説
明
の
基
本
原
理
と
た
し
た
。

F
C口F
2
の
言
ふ
所
亦
同
一
思
想
に
基
く



も
の
た
る
が
故
に
順
序
と
し
て
先
つ

FS-庄
E注
目
。
ロ
に
闘
す
る
説
明
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(註
5
)

C
F
J
F
E
E
S
F
F
。E
向

者
-m-u-
に
於
て
同
氏
は
有
償
澄
券
制
度
の
目
的
な
る
誇
を
用
ふ
る
は
や
は
り
同
一
趣
旨
に
出
づ
る
も

ω
で

あ
る
、
(
向
。
円
以
d
g
o
r
e日
H
5
2
2
Z
白2
J阜、
2
8名目。
E
口ゐ・向。吋

N40CH向。
S
J
J
1
2
q
v立
2
M
E
E
g
g
-
)

h『MPSゲ
MUJJSZ匂
mpHV同⑦吋

PHaH・。包注目
MSH口出羽目立件。
r
H
u
g
-
U
Z
J
F司
2
G
S》ぽ
E

U
国

V
Zロヴ
3
m
m
回日ロ
a
u
d
o
H
H
F
H
Hメ

m-Mhwup

(
註
6
)。】ZHロ

山
江
田
m
r
m
凶
・
世
間
・

七
『

p
o
oゲ伊

が
権
利
表
象

(
H
H
S
F仲間田口
Z
Z
)
又
は
資
格
(
伊
∞
也
R
B
P
F
)出
)
と
稿
す
る
は
要
す
る
に
樺
利
者
ら
し
き
外
観
的
事
責
に

し
て
法
律
上
も
亦
樺
利
存
在
の
推
定
を
受
け
る
場
合
を
指
す
に
外
た
ら
ぬ
、

日
く
「
F

。m
E
g
m酬は
C
H
H

と
は
明
白
な
る
現
象
に
依
っ
て
生

ー
J

十
る
・
択
の
如
き
(
二
つ
の
性
質
あ
る
)
事
責
朕
態
を
指
稽
す
る
、
郎
ち
一
共
事
責
欣
態
は
必
ホ
ノ
或
る
樺
利
欣
態
を
事
費
上
表
明
す
る
と
一
耳

、BJ
J

ふ
の
で
は
な
い
が
多
少
高
川
程
度
の
確
か
さ
を
以
て
或
権
利
欣
態
の
存
す
る
こ
と
を
事
賢
上
表
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
二
且
つ
そ
れ
故
に

法
律
が
此
事
貢
献
態
に
弐
の
如
き
抜
力
|
|
即
ち
反
読
の
邸
中
が
る
迄
此
樺
利
航
態
が
存
在
す
る
も
の
と
し
て
見
る
べ
き
の
み
な
ら
や
、
他

人
も
亦
此
権
利
献
態
に
あ
り
と
見
ら
れ
た
者
を
多
少
買
い
範
固
に
於
て
員
の
樺
利
者
と
し
て
取
扱
ひ
得
る
と
一
式
ふ
拭
カ
ー
ー
ー
を
法
律
が
共

事
買
上
の
欣
態
に
附
興
ず
る
が
如
き
場
合
に
於
け
る
共
事
貫
欣
態
を

H
L
白∞

E
E
p
t
g
ペ
資
格
)
と
云
ふ
」
帥
ち
H
L
申
∞
住
居
P
岱

gw
出
命
売
}
H
I

(註
T
a
u

仲
間
田
口
宮
山
口
は
調
乙
法
の
企
2
2同市
w
H
H
2
r
gゲ
g
宗
国
と
同
様
、
樺
利
存
在
の
推
定
を
興
へ
る
外
部
的
事
責
に
し
て
他
人
も
亦
此
推
定
さ
れ

た
法
律
形
態
を
現
存
す
る
も
の
と
し
て
法
律
上
取
扱
ひ
得
る
所
の
も
の
で
あ
る
、
即
ち
彼
の
樺
利
表
象
論

(
H
H
S
F雪
国
島
市
山
E
F
g也
市
)
は

グ
ル
マ
ン
法
の
の
。
者
。
円
。
と
同
一
基
礎
の
上
に
立
づ
も
の
で
あ
っ
て
、
有
慣
読
券
を
目
し
て
資
格
授
興
乎
段
(
阿FL。∞私凹

(
註
7〉

と
解
し
動
産
物
擢
に
於
け
る
占
有
、
不
一
動
産
物
樺
に
於
け
る
登
記
簿
(
猫
乙
法
の
)
と
其
精
神
に
於
て
同
一
な
る
も
の
と
解
し
て
居
る
。

有
償
誇
ぬ
伊

ρ流
通
位
、
(
本
間
)

八
五
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八
六

(
註
7
)

LFcuZ
は
有
償
誇
券
を
以
て
一
の
受
給
授
奥
手
段
と
解
し
共
著
巴
円
。

J
4
3
G
P
H
V目
。
富
山
口
言
吋
ぬ
の
巳
な
げ
S
F
o
r
y
u
E
H
Sロ
r
z宮

国語

HHQゲ
回
。

V
岡
山
《

H
H〈・
と
し
寸
】

-
m・
回
浅
見
・
に
於
て
「
有
償
誇
晶
?
と
は
次
の
如
き
詮
券
を
一
疋
ふ
卸
ち
纏
利
者
の
人
格
を
次
の
様
な
放
力
を
以
て
詳
細

、ノ

に
表
示
す
る
澄
券
な
り
・
郎
ち
一
債
務
者
は
債
様
者
と
の
凡
て
の
交
渉
に
於
て
其
人
に
劃
し
て
な
す
事
が
出
来
、
従
っ
て
詮
書
に
依
っ
て
澄
明
さ
れ
た

f
i
 

、j

者
と
債
務
者
と
の
凡
て
の
交
渉
は
員
。
機
利
者
に
放
カ
を
有
す
る
而
し
て
ニ
債
植
者
は
債
務
者
よ
り
諮
蓄
に
依
る
資
格
授
輿

ρ
謹
切
な
く
し
て
(
又
は

f
t、、

共
代
り
の
も
の
な
く
し
て
)
諮
参
上
の
請
求
檎
の
行
使
を
な
し
得
な
い
(
又
は
充
分
な
る
橋
保
と
引
換
に
の
み
請
求
し
得
る
)
と
一
五
ふ
ニ
ワ
の
放
力
を

以
て
槽
利
者
の
人
旅
を
詳
細
に
表
示
す
る
議
書
を
云
ふ
。
」
と
定
義
し
更
に
共
著

C
2出
向
弘
幸
含

m
H
H
2
r
g
白
書
ぎ
ゲ
ユ
宮
市
.
。

3
5
5
w
a・
5
戸

¥
I
ノ

、

‘

ノ

に
於
て
は
多
少
補
足
し
て
「
有
償
詮
品
分
と
は
権
利
授
奥
に
閲
す
る
誇
券
に
し
て
イ
債
務
者
は
設
券
に
よ
る
詮
明
な
く
し
て
支
梯
を
な
す
必
要
な
く
ロ
債

/
t
¥
 

務
者
が
詮
券
な
く
し
て
前
債
務
者
に
支
梯
を
な
す
も
其
者
が
支
梯
砕
同
時
債
権
者
に
非
る
限
り
債
務
を
免
る
込
も
の
に
非
ず
と
一
耳
ふ
二
つ
の
意
味
に
於
て

債
務
者
が
詮
券
な
し
に
は
支
梯
を
な
ナ
を
得
ざ
る
が
如
き
詮
券
を
一
五
ふ
」
と
定
義
し
て
居
る
、

F
S
Z
に
よ
れ
ば
有
償
諮
券
は
要
す
る
に
最
小
限
度
に

於
て
債
務
者
の
伐
め
に
存
す
る
資
格
授
奥
手
段
(
同
@
岡
山
江
自
己
守
口

m
E
X
E
岡
田
宮

E
窓
口
。
S
F
E
E
Z
E
)
た
る
と
共
に
債
植
者
の
矯
め
に

zcor-

Z
円。。

EHm窓
口
た
る
資
秘
を
表
象
す
る
手
段
た
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
と
解
す
る
。
然
し
此
外
有
償
謹
券
に
よ
っ
て
は
第
三
者
。
矯
め
に
存
す
る

資
格
授
奥
手
段
た
る
も
の
あ
り
或
は
債
構
者
の
矯
め
に
存
す
る
設
秘
授
奥
手
段
た
る
場
合
あ
り
・
有
償
詮
券
は
其
種
類
に
感
じ
円

a
E
g
ζ
日
自
に
強

弱
あ
る
の
み
な
ら
ず
其
性
質
を
異
に
す
る
も
の
さ
へ
存
在
し
て
府
る
。
卒
同
央
氏
は

H
b⑦ぬ

E
S
E
-ロ
を
謹
絡
と
謬
ナ
・
同
氏
著
有
償
髭
h
y
史
論
八
頁

以
下
参
照
。

(註
7
a
)

。
2
4
2。
に
就
い
て
は
石
田
文
次
郎
氏
著
動
的
現
論
参
照
。

F
g
r
z
は
前
述
の
如
く
有
償
譲
ぬ
悼
の
或
種
の
も
の
は

F
O
∞E
E
g
Z
H
H
の
目
的
を
有
す
る
と
主
張
す
る
け
れ
共
共
意
味
は
要
す
る
に

有
債
誰
券
は
一
定
の
資
格
を
表
現
し
て
居
る
と
一
耳
ふ
こ
と
を
指
す
に
過
ぎ
な
い
。
元
来
有
償
読
券
の
目
的
と
は
有
憤
読
各
を
手
段
と
し
て

一
定
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
其
目
的
を
指
稽
す
る
も
の
で
あ
る
、
然
る
に

F
S
F
Z
が

F
O
∞5
5三
宮
口
の
千
段
た
る
有
償
読
多
と
一
宮



ふ
と
き
は
そ
れ
は
皐
に
書
面
た
る
詮
車
俸
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
ヂ
所
謂
資
格
を
表
現
し
て
居
る
有
債
誰
家
の
意
に
非
歩
此
賄
一
の
錯
誤
あ
る

に
非
る
か
、
例
へ
ぼ
法
人
は
自
然
人
外
に
人
格
の
蛮
生
注
目
的
と
す
る
と
一
式
ひ
、
又
は
株
式
含
祉
は
株
主
を
枇
員
と
し
て
枇
圏
法
人
を
作

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
言
ふ
も
法
人
又
は
株
式
含
祉
の
意
義
を
述
べ
た
る
に
過
ぎ
や
J
O

其
問
、
目
的
手
段
の
闘
係
を
一
一
口
ひ
表
し
た
も
の

で
は
な
い
、
有
慣
誰
朱
は

F
o
m
ま
B
a
g戸
を
作
る
目
的
を
有
す
る
と
稽
す
る
場
合
も
亦
全
く
之
と
同
様
で
あ
る
。

同
』
申

mUE注
BMvtoロ
を

表
現
し
て
居
る
詮
雰
即
ち
有
償
誰
非
妙
で
あ
っ
て
有
憤
詩
家
の
目
的
が

F
o
E
E自
己
S
H
を
作
る
こ
と
で
あ
る
と
一
五
ふ
は
全
く
意
味
を
た
さ

た
い
言
葉
で
あ
る
。

元
来
阿
世

g
r世
間
田
口
宮
古
田
P
O
O
H凶
O

が
有
慣
讃
車
妙
法
研
究
に
貢
献
し
た
黙
は
其
分
析
的
研
究
に
基
く
も
の
で
あ
る
、
読
歩
所
持
人
に
支
携

を
た
せ
ぽ
同
人
が
民
の
樺
利
者
に
非
る
場
合
と
蝶
も
有
拭
な
耕
碑
と
な
る
こ
と
、
誰
非
ザ
を
呈
示
し
て
請
求
す
る
に
非
れ
ぽ
債
構
者
を
遅
滞

に
陥
ら
し
め
る
能
は
ざ
る
こ
と
、
誰
券
の
文
言
に
従
っ
て
善
意
の
取
得
者
が
詮
券
上
の
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
等
の
如
き
種
々
の
有
償
詮

券
的
法
律
現
象
が

F
O包
岱
自
己
吉
ロ
な
る
法
律
概
念
に
よ
り
明
瞭
に
さ
れ
恰
も
物
権
法
に
於
け
る
占
有
論
の
地
位
を
有
償
詮
雰
法
に
於
て

占
む
る
に
至
っ
た
同

W
R
v
g
由。r市吉田
F
g『山市

の
功
績
は
之
を
多
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
物
権
法
が
占
有
論
を
以
て
謹
く
る
も
の

に
非
る
が
如
く
有
慣
誰
雰
法
も
亦
凡
て
権
利
表
象
論
を
以
て
謹
き
る
も
の
で
は
な
い
、
殊
に
詩
家
上
の
権
利
の
賓
僅
閥
係
の
規
定
は
全
く

表
象
論
の
外
に
あ
る
ぺ
く
(
例
へ
ぽ
消
滅
時
殻
、
履
行
場
所
、
裏
書
の
揖
保
責
任
、
等
の
如
し
)
表
象
論
の
代
表
者

F
S
Z
す
ら
有
償

詮
券
法
に
於
け
る
重
要
な
る
原
則
と
認
む
ベ
ベ
き
人
的
抗
離
の
制
限
例
へ
ば
相
殺
権
制
限
の
原
則
が
伊
認
庄
ロ
5tcHH
を
以
て
説
明
し
得

ざ
る
こ
と
を
是
認
し
て
居
る
の
を
見
て
も
明
か
で
あ
る

(
P
S
F
-丘
巧
3
苦
モ
ゲ
耳
切
・
色
町

w
e
Eロ
骨

Z
-
a
-
E
)。
殊
に
表
象
論
に
依
ハ
ノ
て

ば
表
象
力
(
H
h

⑦包
t
g
p
t
o宮
町
民
酔
)
が
何
故
に
有
償
誰
努
の
種
類
に
よ
り
其
程
度
態
様
を
異
に
す
る
や
其
根
本
問
題
を
説
明
す
る
こ
と

有
償
諮
ぬ
?
の
流
遁
性

(
本
間
)

ノ、
t二
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ノ1、/、

が
出
来
た
い
、
例
へ
ば
甲
詮
券
に
於
て
は
債
務
者
が
善
意
に
て
共
所
持
人
に
排
持
す
れ
ば
同
人
が
員
の
債
権
者
に
非
る
場
合
と
難
も
債
務

を
菟
る
L
資
格
(
免
責
費
格
伊
由

t
t
B
a
Z
H
H
N口市川口
E酔
shHgmDHHロ
EHH角
田
)
を
表
示
す
る
に
反
し
、
乙
誰
券
に
於
て
は
権
利
者
は
詮

書
た
し
に
擢
利
を
行
使
し
得
ざ
る
が
如
き
資
格

(
F
S臣
E
p
t
g
g∞
百
出
窓
口
常
国

2
吉
宮
町
刷
白
星
勿
論
此
場
合
は
債
務
者
は
共
同
持
人

に
給
付
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
)
を
表
明
す
る
、
或
は
其
誰
穿
の
所
持
と
登
記
簿
の
記
載
又
は
読
雰
上
の
記
載
と
相
待
っ
て
始
め
て
斯
る
資

格
を
表
明
す
る
も
の
も
存
在
す
る
。

或
は
前
債
権
者
が
詩
家
を
所
持
す
る
場
合
の
み
資
格
を
表
明
す
る
場
A
n
あ
り
(
伊
指
圧
自
注
目
。
ロ
丸
田

足。

0
5
0
2岳
民
∞
fHH)
、
叉
設
朱
譲
渡
に
際
し
善
意
取
得
者
の
保
護
あ
る
は
此
詮
多
が
其
所
持
人
を
し
て
第
三
者
(
印
ち
取
得
者
)
の
詩

め
に
資
格
(
詮
朱
譲
渡
の
)
あ
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
〈
F
O∞
E
E
P氏
。
ロ
自
m
c
E
Sロ
口
氏
2
2と
、
此
等
表
象
力
の
多
種
多
様
な
る
も
の

の
存
す
る
こ
と
は

F
g
Z
自
身
の
説
明
に
於
て
最
も
明
瞭
で
あ
る

(
J
d
-
R
H
O
吋由。同官、在⑦

J
4
3
酔
宮
市
内
⑦
B
e
a
N
U
出
向
)
然
る
に
何
故
に
設

券
に
よ
っ
て
斯
の
如
き
表
象
力
の
相
違
あ
り
や
、
其
根
擦
は
樫
利
表
象
論
に
よ
っ
て
は
全
く
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、

F
8
7日
は
此

説
明
に
窮
し
斯
る
表
象
力
の
相
異
は
貫
際
的
考
慮

(
E岳
官
許
苦
o
v
o同
国
門
司

pmg包
に
基
く
も
の
と
な
し
て
居
る
υ

日
y
¥

「
樺
利
表

象
は
理
論
的
考
慮
に
よ
り
典
へ
ら
れ
る
に
非
歩
例
へ
ぽ
或
る
人
が
詮
穿
の
所
持
人
叉
は
共
委
託
者
に
支
梯
ふ
べ
き
回
目
を
約
束
し
た
か
ら
で

も
な
く
又
持
参
入
梯
文
句
、
指
園
文
句
の
紳
秘
的
魔
術
力
の
故
左
以
て
擢
利
表
象
が
輿
へ
ら
れ
た
る
に
非
歩
、
寧
ろ
賓
際
上
の
考
慮
に
よ

っ
て
興
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
、
共
れ
故
に
多
く
の
指
園
誰
券
は
も
は
や
記
名
詮
#
悼
の
如
く
な
ら
や
又
多
く
の
記
名
誰
雰
は
技
術
的
指
圃

詮
雰
ハ
窓
口
げ
尽
き
炉
。
。
・
】
V
・
)
と
同
一
程
度
な
る
事
が
あ
る
」
叉
日
く
「
表
象
力
は
貰
際
上
の
考
慮
に
よ
っ
て
或
は
よ
り
強
き
場
合
あ
り
或

は
よ
り
弱
き
場
合
あ
り
従
っ
て
有
慣
讃
家
な
る
語
を
以
て
種
々
の
読
表
を
言
表
す
事
は
怪
む
に
足
ら
歩
一
百
々
」
と
云
っ
て
居
る

9
2
m⑦
H
F

害
者
。
忌
句
者
同
20u
∞
日

ω∞
再
出
血

m・
凶
印
由
)
、

然
し
質
際
上
の
考
慮
と
は
或
詮
多
の
表
象
力
の
濃
淡
強
弱
に
何
等
か
の
標
準
を
典
へ
る
も
の
に



非
ざ
る
が
故
に
、
彼
は

C
E出品江田田市山・

2
(
一
九
二
五
年
第
二
版
に
際
し
一
節
を
追
加
し
た
る
部
分
)
に
於
て
は
権
利
表
象
の
多
種
多

様
な
る
は
共
事
賓
の
有
す
る
権
利
表
象
力
の
事
責
上
の
確
賢
さ
及
び
権
利
表
象
に
封
す
る
取
引
の
必
要
に
基
く
も
の
な
り
と
越
ベ
て
居

る
o

此
庭
に
於
て
権
利
表
象
論
は
草
に
其
法
律
概
念
の
分
析
に
止
ま
る
こ
と
な
く
権
利
表
象
物
た
る
有
債
詮
務
を
取
引
枇
舎
に
於
て
必
要

と
す
る
共
目
的
、
有
償
読
務
を
手
段
と
し
て
到
達
せ
ん
と
す
る
目
的
の
考
慮
を
な
す
に
非
歩
ん
ぽ
有
債
詮
雰
法
研
究
が
充
分
な
る
も
の
と

一
玄
ふ
を
符
ざ
る
こ
と
を
表
象
論
者
自
身
に
於
て
既
に
告
白
し
た
る
も
の
と
謂
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

四

然
ら
ぽ
有
償
誰
多
の
目
的
は
な
ん
で
あ
る
か
、
多
く
り
撃
者
は
そ
れ
が
「
詩
雰
に
よ
り
私
植
の
流
通
を
容
易
な
ら
し
め
る
鈴
め
で
あ

る
」
と
と
を
意
識
的
に
又
は
無
意
識
的
に
承
認
し
て
居
る
様
に
見
え
る
。
既
に
前
述

F
S
F
2
は
無
記
名
讃
券
、
技
術
的
指
闘
誰
多
に
於

(註
8
〉

て
は
其
目
的
流
通
に
あ
る
も
の
と
な
し
、
叉

2
・
4
・
mort肖
Z
E
は
有
償
諸
島
持
法
の
僅
系
を
樹
立
す
る
矯
め
に
は
目
的
論
的
見
方

(
g
T

gH。
向
山
田
口
げ
冊
目
凶
器
窓
口
日
記
)
を
必
要
と
す
る
回
目
を
高
調
し
個
k

の
有
償
誰
多
の
目
的
を
観
察
す
る
時
に
そ
こ
に
二
種
の
詮
多
を
大
別
し
得

る
も
の
と
す
英
一
は
無
記
名
詩
雰
及
び
指
固
誰
券
に
し
て
他
は
記
名
詩
券
で
あ
る
、
前
者
は
流
通
の
目
的
を
有
し
後
者
は
此
目
的
を
欠
く
、

N
4
2
0
w
p
乙
E
R吉
宮
島
市
円
」
宗
門
酔
古
事
同
居
)

其
爾
者
に
共
通
の
目
的
に
閥
じ
で
は
甚
だ
明
噺
を
欠
く
も
讃
券
譲
受
人
の
地
位
を
確
保
す
る
黙
に
於
て
有
償
誰
雰
制
度
の
目
的

{話
ud
〉

を
見
ん
と
す
る
も
の
の
如
し
、

(門戸市門

E
D
C
Z
も
亦
所
論
の
附
随
的
部
分
に
於
て
有
償
設
雰

の
目
的
が
取
引
の
清
め
、
ハ
呂
E
4
2
w岳
る
に
存
す
る
回
目
の
片
鱗
を
現
は
し
て
居
る
。

門
誌
叩
山
〉

券
の
目
的
が
流
通
性

(ZSCNHPZ目
S
3
に
存
す
る
こ
と
を
極
力
高
調
し
て
居
る
。
又
英
米
法
に
所
謂
流
通
詮
雰

(
5∞。
t
p
z
o
E
a円
t

P
白
書
及
び

JF30HP出
向
に
至
り
で
は
有
償
誰

ロ
B
由
民
)

は
五
口
人
の
有
慣
誇
券
と
其
範
園
を
同
ふ
す
る
も
の
で
は
な
い
が
然
し
英
米
法
撃
が
詮
多
の
流
通
性
な
る
特
質
を
直
闘
し
之
れ
に

貢
献
す
る
法
律
上
の
原
則
(
例
へ
ぽ
抗
嬬
の
制
限
の
如
き
)
を
把
握
し
僅
系
化
せ
ん
と
す
る
所
に
五
日
人
は
多
く
の
示
唆
を
受
け
有
償
誰
務

有
償
詮
出
?
の
誠
温
性

(
本
間
J

ノL
九
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門註
U
〉

法
の
見
直
し
を
す
る
必
要
を
感
歩
る
の
で
あ
る
、
余
も
亦
有
債
誰
鼻
持
の
目
的
は
詩
券
に
よ
っ
て
私
権
の
流
通
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
帥

〈
註
川
u
u

ち
流
通
性
を
其
目
的
と
な
す
も
の
と
解
す
る
を
最
も
遁
首
な
り
と
考
へ
る
。
有
償
誰
券
が
楼
利
む
表
象
(
出

2
E窓
口
宮
宮
、

F
8
5居
間
、
平
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披

ブし
O 

。
回
)
を
有
す
る
所
以
は
賓
に
擢
利
表
象
な
る
法
的
手
段
に
依
り
読
券
上
の
権
利
の
流
通
に
貢
献
せ
ん
が
清
め
で
あ
る
、

F
O∞
広
回
目
広
川
区

L
」

当由民
C
N
宮
ゲ

E
g酔
と
は
有
慣
誰
務
に
於
て
は
手
段
と
目
的
と
の
開
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
権
利
表
象
た
る
誰
雰
も
、
も
し
そ
れ

が
流
通
の
手
段
に
非
ざ
る
限
り
有
慣
詮
雰
を
以
て
論
歩
る
を
得
た
い
、
共
権
利
表
象
も
亦
流
通
に
貢
献
す
る
限
度
に
於
て
の
み
有
憤
詮
多

注
に
於
て
研
究
す
べ
き
慎
値
あ
る
に
過
ぎ
た
い
。
本
来
権
利
表
象
は
共
読
雰
に
よ
る
と
或
は
登
記
簿
の
記
載
に
よ
る
と
、
叉
皐
な
る
所
持

る
よ
る
と
、
開
又
曾
て
権
利
者
た
り
し
事
費
に
基
く
と
を
間
十
一
例
の
無
色
無
目
的
の
法
律
概
念
で
あ
る
、
共
賭
は
恰
も
代
理
権
と
か
、

機
関
と
か
一
耳
ふ
概
念
と
全
く
同
様
で
あ
る
、
市
し
て
権
利
表
象
が
詮
雰
の
記
載
に
基
き
且
つ
そ
れ
が
私
権
流
通
の
目
的
に
奉
仕
す
る
と
き

に
始
め
て
有
債
誰
雰
の
問
題
と
し
て
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
、
蓋
し
共
の
こ
と
は
誰
券
流
通
の
目
的
が
如
何
に
有
債
詮
ぬ
妙
法
の
上
に
指
導

的
任
務
を
行
ふ
か
を
見
る
こ
と
に
よ
り
確
定
し
得
べ
き
慮
な
る
が
故
に
弐
節
以
下
に
於
て
先
づ
個
々
の
有
慣
詩
家
的
規
定
に
就
い
て
此
賠

を
吟
味
せ
ん
と
欲
す
る
。

向
樺
利
表
象
に
し
て
流
通
に
奉
仕
せ
ざ
る
も
の
の
大
部
分
は
支
挽
整
調

(NPEgm川島
oロ
t
gロ
由
)
に
貢
献
す
る
も
の
心
如
く
で
あ
る
、

此
分
野
は
読
書
、
詩
票
(
阿
川
mv

ユ
g
ロ
ロ
仏
冨
号
宮
口
)
記
親
、
車
な
る
事
費
(
曾
て
債
権
者
た
り
し
と
一
式
ふ
)
に
基
く
諸
表
象
を
包
括
し
た

一
法
域
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
ら
う
、
部
ち

F
O
∞E
B注
目
。
戸
の
本
籍
は
此
法
域
に
麗
し
有
償
読
穿
法
に
於
け
る

HLゆ

m
E
B
p
t
o
p
は
そ

れ
が
私
樺
流
通
に
奉
仕
せ
ん
が
免
め
に
寄
慢
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

図
面
ぬ
@
ロ
H
b
c
V
@円
w
m
p
・
m
f

。
・
訟
・

H
M
C
串・

(註
8
)
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九

し
手
形
統
遁
の
立
場
よ
り
見
た
る
理
論
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
手
形
流
通
性
、
善
意
取
得
者
保
護
、
抗
続
制
限
の
原
則
の
如
き
凡
て
手
形
閥
係
自
穫
の
目

的
に
直
接
閥
係
な
き
(
間
接
に
は
閥
係
あ
る
も
)
第
二
次
的
側
路
の
問
題
と
し
て
取
扱
っ
て
居
る
(
同
書
四
五
月
頁
四
九
二
頁
参
照
)
。

余
は
手
形
法

に
封
し
で
も
有
償
詮
券
法
に
恥
到
す
る
と
同
様
手
形
制
度
。
目
的
な
る
立
場
よ
り
綜
合
的
観
察
を
試
み
皮
く
息
ふ
。

(
回
中
博
士
手
形
法
法
事
会
集
六
巻

一O
四
頁
参
照
)
。

第
二
節

有
債
詮
券
法
上
の
諸
原
則
と
詮
券
の
流
通
性

(註
1
U

有
憤
詮
車
妙
法
と
は
有
慣
詮
容
に
特
有
た
る
私
法
を
謂
ふ
歴
史
的
沿
革
的
に
は
商
法
の
一
部
と
し
て
殻
達
し
た
も
の
で
あ
る
、
然
し
法

律
樫
系
に
於
て
理
論
上
商
法
の
一
部
に
属
す
る
や
苔
や
は
専
ら
商
法
概
念
の
如
何
に
よ
る
も
の
で
あ
る
、
通
説
は
之
を
以
て
商
法
僅
系
の

ハ註
2
)

ハ註
3
〉

一
部
と
な
す
も
或
は
之
を
以
て
一
般
私
法
の
特
別
直
域
に
属
す
と
解
す
る
者
あ
り
其
何
れ
に
決
ナ
ペ
き
や
し
ば
ら
く
疑
問
と
す
る
。

有
償
誰
券
法
の
樫
系
的
に
規
定
さ
れ
た
立
法
例
は
ま
だ
之
を
見
な
い
、
草
按
と
し
て
は
瑞
西
債
務
法
、
伊
太
利
商
法
の
各
草
按
に
於
て

ハ

註

4

〉

門

註

4

〉

之
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
我
園
に
於
て
も
有
慣
読
務
に
闘
す
る
規
定
は
民
商
二
日
出
品
川
ハ
其
他
皐
行
法
中
所
在
に
散
在
し
未
だ
盟
系
的
存
在
を

た
す
も
の
で
は
な
い
、
従
っ
て
何
れ
が
有
償
詩
家
に
特
有
の
規
定
な
り
や
は
全
く
理
論
に
依
っ
て
決
定
す
る
外
友
く
恐
ら
く
共
細
目
に
至

つ
て
は
撃
者
聞
に
異
論
の
存
す
る
所
で
あ
ら
う
、
唯
だ
共
に
述
ぶ
る
が
如
き
原
則
印
ち
有
償
設
券
の
善
意
取
得
者
保
護
、
有
償
誰
努
の
詮

多
性
(
文
一
一
一
口
性
)
、

抗
鼎
の
制
限
、
遡
求
様
、
設
赤
行
震
の
要
式
主
義
、
確
定
主
義
、
無
因
性
、
詩
家
譲
渡
行
詩
の
簡
易
性
、
呈
一
不
性
読

券
性
、
引
換
(
受
戻
)
読
朱
性
、
菟
責
詮
家
性
、
除
樫
判
決
の
許
容
等
に
闘
す
る
諸
規
定
を
以
て
有
償
詩
努
法
L
L
一
の
重
要
規
定
と
解
す
る



と
と
に
付
い
て
は
恐
ら
く
異
論
少
い
所
で
あ
ら
う
、
之
等
に
閥
す
る
分
析
的
研
究
は
従
来
多
く
試
み
ら
れ
た
所
で
あ
る
、
今
こ
与
に
は
之

等
の
規
定
が
如
何
に
有
債
詮
索
の
流
通
性
に
関
聯
す
る
や
共
技
術
的
性
質
に
付
き
観
察
せ
ん
と
欲
す
る
。

ニ
有
償
詮
券
法
に
於
け
る
公
信
の
原
則

(
5
2
匂
ユ
ロ
N

山】
V
A
2
0同
⑦
回
目
。

ZHH

。HPZ宮
E
・)

公
信
の
原
則
と
は
或
る
権
利
関
係
の
存
在
を
推
測
せ
し
む
べ
き
表
象

(
H
H
2
E窓
口
宮
山
口
)
を
信
頼
し
た
者
は
仮
令
共
表
象
が
其
権
利
に

伴
は
な
い
場
合
と
躍
も
肯
其
信
頼
が
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
一
式
ふ
原
理
で
あ
る
(
我
妻
教
授
著
物
構
法
四
三
一
良
以
下
一

O
O
頁
以
下
参
照
)
而

し
て
此
信
頼
を
保
護
す
る
こ
と
は
反
面
に
於
て
責
際
の
樺
利
者
を
犠
牲
に
供
す
る
事
で
あ
る
が
、
斯
る
犠
牲
に
於
て
も
尚
取
引
の
安
全
を

保
護
せ
ん
と
す
る
こ
と
が
此
原
理
の
目
的
で
あ
る
、
元
来
擢
利
の
表
象
あ
る
場
合
必
し
も
其
表
象
通
り
の
樺
利
が
賓
存
す
る
も
の
と
は
限

ら
な
い
、
そ
れ
故
に
凡
そ
権
利
取
引
を
た
さ
ん
と
す
る
者
が
共
表
象
に
信
頼
し
得
、
ヂ
必
十
賢
在
す
る
権
利
の
存
否
を
確
か
め
ざ
る
べ
か
ら

ぎ
る
も
白
と
な
す
時
は
其
手
績
煩
現
に
し
て
取
引
の
敏
活
を
扶
き
到
底
寄
人
の
経
済
生
活
に
堪
え
ざ
る
や
明
か
で
あ
る
、
公
信
の
原
則
は

此
場
合
表
象
を
信
頼
せ
る
者
の
矯
め
に
其
表
象
の
如
き
樺
利
の
存
在
せ
る
と
同
一
取
扱
を
な
し
以
て
取
引
の
安
全
を
期
せ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
、
か
の
動
産
物
擢
取
引
に
於
て
物
権
の
表
象
た
る
占
有
又
は
所
持
に
信
頼
し
た
者
を
保
護
す
る
矯
め
に
存
す
る
民
法
一
九
二

l
一

九
四
僚
(
濁
民
九
三
二

l
九
三
五
・

一一一

O
七
瑞
民
九
三
三
|
九
三
五
)
、

不
動
産
物
擢
取
引
に
於
て
登
記
簿
記
載
を
信
頼
す
る
者
を
保
護
す
る

調
漁
一
民
法
八
九
二
僚
の
如
き
公
信
原
則
の
顛
著
な
る
事
例
と
一
式
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
此
外
意
思
表
一
不
に
闘
す
る
表
示
主
義
、
表
見
代
理
、

債
樺
準
占
有
の
制
度
の
如
き
も
亦
此
公
信
原
則
の
現
れ
と
考
へ
て
差
聞
な
い
で
あ
ら
う
o

有
償
詩
雰
は
私
権
を
商
品
化
し
共
時
鞍
流
通
の

便
宜
を
得
ん
と
す
る
こ
と
を
以
て
其
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
取
引
に
於
て
公
信
の
原
則
が
認
め
ら
れ
や
ん
ぽ
到
座
有
償
詩
府
知
取

引
の
困
滑
を
期
し
得
な
い
で
あ
ら
う
‘
共
流
通
が
高
度
に
要
求
さ
れ
る
有
慣
詮
多
程
此
原
則
を
徹
底
せ
し
め
る
必
要
が
あ
る
、
従
っ
て
有

有
償
詮
品
少
の
流
通
性

(
本
間
J

iL 
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第

貌

プL
四

債
詮
血
俸
は
夫
h
k

其
種
類
に
臨
じ
流
通
の
必
要
に
照
し
公
信
原
則
が
夫
々
特
殊
の
一
型
に
於
て
現
は
れ
て
居
る
Q

共
公
信
原
則
表
現
の
一
は
有
償
詮
雰
善
意
取
得
者
保
護
の
原
別
で
あ
る
、
卸
ち
手
形
小
切
手
に
付
い
て
は
手
形
小
切
手
に
基
く
友
象

(
無
記
名
小
切
手
に
於
て
は
其
所
持
、
指
固
讃
券
た
る
手
形
小
切
手
に
於
て
は
読
多
の
記
載
及
び
諸
島
伊
の
所
持
)
に
信
頼
し
て
共
子
形
小

切
手
を
取
得
し
た
る
場
合
に
於
て
は
仮
令
譲
渡
人
に
譲
渡
の
技
力
強
生
を
妨
ぐ
べ
き
事
由
あ
っ
た
場
合
と
難
も
譲
受
人
は
誰
歩
記
載
の
如

き
権
利
を
取
得
す
る
但
し
取
得
賞
時
悪
意
叉
は
重
大
友
る
過
失
あ
る
場
合
は
此
限
り
に
非
歩
(
千
二
ハ
第
二
項
小
二
一
)
と
規
定
し
、
又

商
法
上
の
有
償
読
雰
即
ち
金
銭
其
他
の
物
又
は
有
債
読
多
の
給
付
を
目
的
と
す
る
有
償
諸
島
伸
に
付
い
て
は
亦
之
と
同
様
の
規
定
が
存
在
す

る
(
商
二
八
二
、
四
四
一

Y

更
に
右
に
述
ぺ
た
有
償
詩
券
(
手
形
、
小
切
手
、
商
法
上
の
有
償
誰
券
〉
に
嵐
し
な
い
所
の
無
記
名
詩
家

例
へ
ば
無
記
名
株
雰
に
付
い
て
は
動
産
物
樺
善
意
取
得
に
闘
す
る
民
法
一
九
一
丁
ー
一
九
四
僚
の
一
遁
周
を
見
る
。
又
白
紙
委
任
欣
附
記
名
株

務
の
善
意
取
得
は
慣
習
法
上
相
官
た
範
固
に
於
て
公
信
原
則
の
保
護
を
受
け
て
居
る
(
大
審
院
判
決
抄
録
四
四
巻
一
O
一
一
一
一
O
頁
‘

一
六
谷
-
-
ん

コ
一
四
頁
問
中
(
耕
)
博
士
舎
一
祉
法
概
論
四
四
二
頁
以
下
回
中
(
誠
U

教
授
全
訂
曾
一
枇
法
提
要
一
九
四
頁
以
下
参
照
)
、

最
後
に
抵
営
権
は
不
動
産
登
記
簿
上

公
信
力
を
附
奥
さ
れ
る
事
が
た
い
が
そ
れ
が
一
日
一
抵
首
詩
券
に
化
憧
す
る
や
一
種
の
公
信
力
が
認
め
ら
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
(
抵
昔
話

之
等
有
償
詮
雰
の
公
信
カ
に
闘
す
る
規
定
は
多
様
に
互

P
従
っ
て
公
信
力
強
生
の
要
件
、
公
信
力
の
内
容
等
に
闘
し
有

(註
5
〉

償
詮
雰
に
依
っ
て
甚
だ
差
異
あ
る
も
の
で
あ
る
、

A
I
共
詳
細
を
論
歩
ベ
き
場
合
で
は
な
い
が
、
唯
だ
之
を
動
産
取
引
に
於
け
る
占
有

ω公

券
法
一

O
僚)、

信
カ
に
比
較
す
れ
ば
手
形
、
小
切
手
3

商
法
上
の
有
償
譲
券
に
於
て
は
造
か
に
由
民
汎
な
保
護
が
附
輿
さ
れ
て
居
る
。
盗
品
遺
失
口
問
た
る
動

産
は
二
年
間
は
返
還
の
要
求
に
臆
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
(
民
一
九
二
一
、

一
九
四
)
前
記
有
償
詮
雰
に
於
て
は
印
時
に
共
権
利
を
取
得

す
ベ
〈
返
還
の
必
要
を
見
な
い
又
動
産
取
引
に
於
て
は
無
権
利
者
よ
り
取
得
し
た
暇
庇
を
治
癒
す
る
に
反
し
前
記
有
償
誇
雰
に
於
て
は
無



権
限
者
、
無
権
代
理
人
、
無
能
力
者
よ

D
取
得
し
た
瑞
抗
さ
へ
も
捧
や
す
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
さ
へ
あ
る
。
動
産
取
引
の
保
護
も

有
償
読
雰
取
引
の
保
護
も
主
ハ
根
本
精
神
に
於
て
何
等
差
異
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
其
公
信
カ
を
輿
へ
る
程
度
保
件
は
両
者
全
々
同
一
で
あ

る
べ
き
必
要
が
た
い
、
叉
有
債
詮
家
中
に
於
て
も
其
種
類
に
依
っ
て
具
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
蓋
し
公
信
カ
は
流
通
の
目
的
に
貢
献
す
ベ

き
一
技
術
で
あ
る
、
設
券
流
通
が
高
度
に
要
求
さ
る
L

や
低
度
に
要
求
さ
れ
る
や
に
よ

p
公
信
原
則
の
行
は
る
L

程
度
態
様
を
異
に
す
る

に
至
る
こ
と
何
等
の
不
思
議
あ
る
も
の
で
は
な
い
、
無
記
名
詮
雰
、
指
固
詮
券
に
此
保
護
あ
り
記
名
詮
穿
に
此
保
護
た
き
も
例
外
と
し
て

白
紙
委
任
紋
付
記
名
株
券
に
共
保
護
あ
る
が
如
き
皆
詮
雰
の
流
通
性
の
相
違
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。

尚
有
償
読
昌
伸
に
於
け
る
公
信
原
則
は
物
権
法
に
於
け
る
そ
れ
と
類
似
す
る
が
故
に
物
擢
法
の
原
則
が
有
償
詮
多
に
適
用
さ
る
も
お
も
の
と

〈
註
7
V

た
す
見
解
あ
る
も
速
か
に
賛
成
す
る
を
得
た
い
。

(
後
遺
一
一
八
頁
参
照
)

(註
1
)
r

設
置

E
a同国
m
p
p
m
v
c
-
m
H
g
F
E
Z
-
m
o
F
4⑦
江
口
w

其
他
多
く
の
事
者
は
有
償
詮
券
法
の
定
義
を
掲
げ
な
い
蓋
し
立
法
上
法
典
化
さ
れ

て
舟
ら
な
い
が
銭
め
で
あ
P
D

う。

有
償
詮
券
に
特
有
の
法
視
の
み
が
有
償
謹
券
法
な
り
や
有
償
諮
A
Tに
闘
す
る
私
法
全
部
を
以
て
有
使
詮
努
法
と
な
す
べ
き
や
根
本
的
に
は
疑
問
。
品
開

地
あ
り
・
此
黙
恰
も
商
事
現
象
に
特
有
な
法
規
が
商
法
な
の
か
共
現
象
に
適
用
さ
れ
る
総
て
の
法
規
が
商
法
な
の
か
の
問
題
と
全
く
同
一
で
あ
る
、
遁

設
は
其
特
有
の
法
規
の
み
を
商
法
・
と
稀
し
て
居
る
。
然
し
商
法
血
中
の
謝
象
た
る
商
法
は
具
樫
的
商
事
現
象
の
上
に
附
着
し
た
法
的
数
呆
の
総
和
で
は
な

か
ら
う
か
、
個
々
の
法
文
が
商
法
皐
の
封
象
に
非
し
て
法
的
秩
序

(
F
o
r
z
s旨
g
m
)
が
釣
象
で
あ
る
、
法
が
規
律
的
性
質
(
の
め
由
。

g
g
z
z
r
z

。

あ
る
に
拘
ら
ず
法
律
事
は
個
別
的
性
質
(
出

g
q
4
E
E
V
)
の
も
の
で
あ
る

(
H
V
L
Z
g
y
F
o
v
g
Z己
8
4
z
p
m
w
H
H
C
同
・
参
照
)
.
而
し
て
具

般
的
責
頁
.
運
送
等
に
於
て
代
金
請
求
権
は
民
法
的
、
其
時
殺
は
商
法
的
、
共
遅
延
利
息
は
商
法
的
、
殿
山
枇
権
保
の
請
求
権
の
後
生
原
因
は
民
法
並
に

商
法
的
、
其
款
呆
は
民
法
的
と
一
耳
ふ
様
に
甲
乙
問
の
具
控
的
法
律
関
係
が
民
法
的
商
法
的
の
も
の

h

モ
ザ
イ
ツ
ク
に
非
ず
し
て
そ
れ
は
商
事
現
象
に
ふ

き
は
し
き
一
個
の
統
一
さ
れ
た
法
律
現
象
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
然
ら
ば
商
法
皐
は
之
を
封
象
と
す
る
も
の
で
商
事
に
特
有
の
規
定
の
が
を
封
象

有
償
詮
券
の
流
遁
性

(
本
間
)

九
五
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九
六

と
す
る
も
の
に
非
ざ
る
べ
き
か
、
有
償
諮
券
法
に
付
き
て
も
亦
同
様
の
事
が
謂
へ
る
で
は
あ
る
ま
い
か
、
今
仮
に
本
文
O
如
く
通
話
に
従
っ
て
佳
〈
。

(
註
2
)

有
償
詮
券
の
規
定
は
民
商
二
法
典
其
他
単
行
法
に
股
が
っ
て
存
在
し
て
居
る
例
へ
は
民
法
四
七

O
以
下
の
規
定
商
法
二
八
二
、
二
七
九
.
手
形

法
、
小
切
手
法
、
抵
常
設
券
法
等
の
如
し
。
狗
乙
法
の
下
に
於
て
も
亦
同
様
で
あ
る
。
支
梯
指
園
及
無
記
名
設
券
に
付
い
て
は
民
法
典
中
に
‘
骨
骨
他
商

法
典
三
六
三
僚
三
六
七
僚
D
如
き
重
要
な
有
償
鐙
券
法
的
規
定
が
商
法
典
中
に
存
在
し
て
居
る
。
其
法
文
の
立
法
上
の
配
置
如
何
に
拘
ら
ず
法
律
雌
閥
系

(
註
3
)

と
し
て
遁
訟
は
有
償
諮
券
法
を
商
法
。
一
部
に
麗
せ
し
め
て
居
る
。
(
国

HHBロ
阿
軍
司
ぬ
国
自
白
ゲ
回
会
出
血
串
-
w

出
回
忌

B
E
5
5
同

EEFdoF
岡
山
凶
む

然
し
他
方
に
於
て

E
E
Rロ
ぬ
の
如
く
有
償
設
券
法
を
以
て
商
法
。
一
部
と
な
さ
ず

m同
居
間
三
開
。

z
g
含

mMV広
三
け

B
o
r
s
-自
MVHH凹
O
B丘
E
戸

と
解
す
る
者
あ
り

2
2
E
F
4
2
0
F
E
s
a
m。】
50rzorym-
ロ
・
)
叉

C
Eロ
白
河
凶
器
。
白
書

F
o
v
z
z
s
E
F
E
M
E
E
g
m・
4
・

F

E

句。

F
5
5
4・
の
法
律
金
書
中
に
於
て
は
其
第
七
巻
を
有
償
設
券
法
に
充
て
第
六
巻
商
法
と
具
る
地
位
を
附
奥
し
て
居
る
。

余
は
商
法
を
以
て
企
業
法
と
解
ナ
る
が
故
に
有
償
諮
券
法
は
寧
ろ
商
法
の
外
に
健
系
付
け
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
と
考
へ
る
。

(註
4
)

伊
大
利
商
法
草
案
五
一
二
僚
以
下
(
一
九
二
五
年
)
一
九
一
九
年
ス
ヰ
ス
改
正
債
務
法
草
案
八
四
二
線
以
下
。
一
九
二
八
年
同
改
正
案
、
九
四

五
線
以
下
。
一
九

O
五
年
同
草
案
一
六
八
二
僚
以
下
参
照
。

(註
5
)

民
法
八
六
回
三
六
四
、

E
三
六
五
.
三
六
六
、
四
六
九
以
下
、
商
法
一
五

0
・

一
五
五
、
二

O
六
、
二

O
七
、
二

O
八
‘
二
七
九
、
二
八

二
八
二
、
コ
一
三
三

l
三
三
五
、
三
四
四
、
一
ニ
五
九
.
コ
一
六
一
、
以
下
六
二

0
.
以
下
手
形
法
.
小
切
手
法
、
持
管
詮
券
法
.
権
保
附
枇
債
信
託
法
.
等

参
照
。

(註
6
)

公
信
カ
愛
生
の
僚
件
に
付
き
先
づ
多
く
の
問
題
が
あ
る
で
あ
ら
一
、
7
・
濁
逸
民
法
の
動
産
占
有
の
公
信
力
の
如
く
前
者
が
無
纏
利
者
な
る
場
合
に

限
る
や
叉
濁
商
法
三
六
六
僚
の
如
く
無
権
限
者
な
り
し
場
合
に
も
適
用
あ
り
や
、
叉
畑
判
官
首
手
形
法
の
解
懇
の
如
く
(
新
手
形
法
の
下
に
於
て
も
準
設
上

同
一
主
張
を
な
す
)
無
能
カ
無
纏
代
理
の
液
疫
を
も
療
す
も
の
な
り
や
・

g
gロ
N

は
之
等
凡
て
の
場
合
に
手
形
に
付
き
公
信
力
の
保
護
を
奥
ふ
べ
し

と
な
す
此
黙
が
統
一
合
同
議
に
於
て
も
亦
大
に
問
題
と
な
っ
た
所
で
あ
る

(apedヴ
g
gロ
尽
巧

S
F
S
H加
の
吉
岡
、
]
印

K
5
2
u
申

z
k
r
d
B
日
-
F
S
Z
ω
C時

酔
宮
古
宮
百
三
日

G
E
M
Sロ向。
H
2
8
同口

H
p
o
戸
口
出

E
E。回
D柏
戸

P
4
2
B
E
H
a
。
H
O
V
E喝
。

g・
H
E
吉田即日

c
p
ハ
(
耳
目
。
三
号
・

H
C
-
u
g・
出
・



H
U
H
-
H
g
c・
同
)
匂
・

5
7
J
U
G
-
-
u

八
位
信
カ
の
之
等
の
規
定
が
記
名
手
形
(
同
d
b
r
g
d
t
o
r話
回
)
に
も
適
用
あ
り
や
又
商
法
上
の
お
名
有
償
誇
券
に
趨
用
あ
り
や
。
叉
無
記
名
株
券
に
商

二
八
二
僚
を
適
用
す
べ
き
や
総
て
之
社
守
D
問
題
は
解
相
伴
家
間
に
岡
県
論
の
存
す
る
所
で
あ
一
る
・
之
等
の
場
ム
口
俊
文
の
用
担
聞
に
拘
泥
す
る
と
き
き
は
其
何
れ

に
も
解
し
得
べ
し
余
は
其
有
償
詮
券
の
必
要
と
す
る
流
通
性
を
歪
籾
に
検
討
し
之
れ
に
附
奥
す
べ
き
公
信
力
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。

喝
な
H
P
E
H
F
P・
O
-
m
F
H
P
2
2
官
、
官
三
morg
守山
4
9
酔
富
島
酔
出
血
口
市
山
'
H
5・
H
b
c
v
z
-
n
p・
p-cw
活

-
H
問。u・

(註
7
)

有
償
設
審
法
に
於
て
現
は
れ
た
る
公
信
原
則
の
二
は
有
慣
誇
雰
の
詩
雰
的
性
質
又
は
文
言
設
雰
的
性
質
(
訟
岳
民
宗
官
官
智
弘
∞
】
内
自
立
)
で

あ
る
。
即
ち
詮
務
上
の
樺
利
者
と
義
務
者
と
の
闘
係
は
詩
多
の
文
言
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
一
耳
ふ
原
別
で
あ
る
、
貨
物
引
換
設
、
倉
庫
静
象
、

舶
荷
誇
穿
(
商
三
三
四
、
三
六
二
、
三
八
三
ノ
二
、
六
二
九
)
、

手
形
、
小
切
手
、
等
に
は
皆
此
原
則
が
行
は
れ
る
、
但
し
設
多
の
授
受

営
事
者
聞
に
於
て
は
共
授
受
の
原
因
関
係
に
よ
っ
て
影
響
を
受
く
べ
く
又
悪
意
叉
は
重
大
な
る
過
失
に
よ
り
共
誰
努
を
取
得
し
た
者
に
劃

し
で
は
此
原
則
の
遁
周
た
か
る
べ
し
、
蓋
し
此
原
則
は
誰
朱
取
引
に
於
て
其
記
載
表
象
に
信
頼
す
る
者
を
保
護
す
る
も
の
た
る
が
故
に
始

め
よ
り
誰
穿
上
の
樺
利
の
現
抗
を
知
る
岩
を
保
護
す
る
必
要
な
き
事
明
文
を
待
っ
て
然
る
も
の
に
非
歩
、
例
へ
ぽ
受
取
人
の
乙
の
矯
め
に

好
意
千
形
を
振
出
し
た
甲
は
乙
よ
り
償
還
請
求
を
受
け
た
る
時
は
そ
れ
が
好
意
手
形
た
り
し
こ
と
を
理
由
と
し
て
(
原
因
闘
係
)
支
錦
を

桓
絶
す
る
と
と
が
出
来
又
貨
物
引
換
設
を
運
詮
委
託
者
が
所
持
す
る
聞
は
委
託
者
と
運
法
人
と
の
閥
係
は
貨
物
引
換
設
に
依
っ
て
決
定
す

る
も
の
に
非
十
運
詮
契
約
自
慢
に
依
っ
て
決
定
す
る
、
之
れ
誰
雰
の
文
言
に
よ
っ
て
此
営
事
者
間
の
法
律
閥
係
を
決
定
す
る
こ
と
は
何
等

円註
8
U

此
嘗
事
者
聞
の
取
引
の
安
全
を
保
護
す
る
所
以
に
非
ざ
る
が
故
で
あ
る
。

尚
此
外
白
地
手
形
の
補
充
植
の
濫
用
は
善
意
の
所
持
人
に
劃
抗
す
る
を
得
や
ノ
(
乎
一

O
小
一
三
〉
、

又
偽
造
、
費
遺
又
は
無
款
な
る
手

形
小
切
手
に
で
も
形
式
完
備
す
る
時
は
之
に
署
名
し
た
者
は
手
形
、
小
切
手
の
文
一
吉
に
従
っ
て
責
任
を
負
ふ
(
千
七
、
六
九
、
小
一

C
、

有
償
諮
券
の
流
通
性

(
本
間
)

九
七
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祭

器主

九
ノL

五
O
)
、
又
呑
披
な
き
復
本
は
各
別
の
手
形
と
看
倣
さ
れ
又
復
本
数
通
に
引
受
し
た
引
受
人
心
責
任
規
定
(
千
六
四
)
之
等
は
皆
公
信
原

則
の
手
形
小
切
手
法
に
於
け
る
現
れ
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

以
上
公
信
原
則
の
譜
券
法
上
の
現
れ
は
設
第
の
種
類
に
よ
り
濃
淡
強
弱
が
あ
る
、
そ
れ
は
要
す
る
に
誰
穿
流
通
性
に
向
け
ら
れ
た
経
済

的
需
要
の
強
弱
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
就
に
述
べ
た
所
で
あ
る
ο
然
る
に
H
L
品
位
t
g
p岱

c
g
p
g江
由
一
は
公
信
カ
を
以
て
第
三
者
(
取

得
者
)
の
利
益
の
痛
め
に
す
る
伊
申
∞
日
比
B
己
目
。
出
と
解
す
る
も
何
故
に
第
三
者
の
矯
め
に
斯
る
資
格
を
認
め
る
必
要
あ
り
や
、
何
故
に
其

資
格
に
濃
淡
あ
ら
し
め
る
必
要
あ
り
や
、
之
等
の
問
題
は

F
a
E
E
m
v
t
H
H
の
概
念
と
閥
係
な
き
事
由
を
以
て
説
明
す
る
外
な
い
で
あ
ら

ぅ
、
旬
p
o
c
Z
は
共
事
由
宇
貰
際
的
考
慮
(
層
雪
r
M
V吋
p
f
t
m
d
r
2
国

吋

4mv∞d
p
mむ
と
砕
し
て
居
る
が
考
慮
す
べ
き
何
等
の
標
準
b
t

指
示
し

得
な
い
事
は
師
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。

(註
8
)

J司
'
出
Oけ
ぬ
⑦

HwppH。
司
、
目
。
回
。
e
E
g
m
島

O
H
m
rユ同
v
g司同
HHHJ〈
2
G
P
M
M
M
Z
E
o
z
u
k
rヴ
rpロ色回目∞
S
N
=自
由
。
r
d
d長。広

mcZ同
国

OOFF・

同

5
5
5
m・
4

冨
P
H
C
E
A
H
F
同
色
廿
出
回
・
参
照
。

設
券
の
有
す
る
文
言
的
性
質
と
無
因
性
と
は
呉
る
本
節
註
日
参
照
。

抗
鼎
制
限
の
原
則

拾
に
抗
鼎
と
は
有
慣
誰
雰
上
の
債
務
者
た
り
と
し
て
請
求
さ
れ
た
者
が
其
請
求
を
担
み
得
る
綿
て
の
場
合
を
指
得
す
る
。
息
ナ
者
は
之
を

人
的
抗
常
(
宮
2
0己
片
岡
5
一
自
己
申
向
。
)
及
び
物
的
抗
鼎

(
2
2
E
E
5
自
己
己
申
)
の
二
つ
に
分
類
す
る
、
人
的
抗
野
と
は
丁
度
共
請
求
者

と

ω
聞
に
存
す
る
個
人
的
理
由
に
よ
り
排
情
を
担
み
得
る
場
合
で
あ
る
、
例
へ
ぽ
相
殺
を
理
由
と
し
又
は
排
済
期
満
諜
契
約
を
理
由
と
し

て
支
梯
を
担
む
場
合
の
如
し
、
斯
の
如
き
抗
鼎
は
有
償
詮
家
に
基
き
請
求
す
る
場
合
と
錐
も
許
さ
ざ
る
べ
き
理
由
た
し
、
唯
だ
債
務
者
が

前
債
樺
者
会
加
者
)
と
斯
の
如
き
事
由
あ
る
場
合
に
善
意
の
譲
受
人
た
る
後
者
に
到
し
て
も
之
を
主
張
し
得
る
も
の
と
な
す
時
は
後
者
を



し
て
意
外
の
不
利
益
を
被
ら
し
め
取
引
の
安
全
を
期
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
従
っ
て
千
形
小
切
手
指
園
詩
家
、
無
記
名
詩
家
、
抵
賞
読

雰
等
に
於
て
は
前
者
に
劃
す
る
人
的
抗
排
を
以
て
善
意
の
後
者
に
封
抗
し
得
ざ
る
旨
を
定
む
(
手
一
七
、

一
九
、
小
二
二
民
間
七
二
、
同

但
し
悪
意
の
取
得
者
は
譲
受
賞
時
斯
る
抗
野
の
附
着
を
知
る
が
故
に
其
受
け
た
る
不
利
径
は
意
外
な
る
も

(
註
9
)

の
に
非
歩
故
に
抗
鼎
制
限
を
認
め
や
流
通
の
保
護
を
必
要
と
し
た
い
。
山
間
こ
誌
に
一
五
ふ
抗
鼎
制
限
性
は
前
述
の
設
象
的
性
質
と
同
一
物
の
ハ
註
い
〉

両
面
を
な
す
も
の
で
は
な
い
、
詮
券
の
表
象
(
ロ

2
E盟
国
岳
町
山
口
)
と
理
論
上
離
れ
た
別
問
題
で
あ
る
二
と
を
注
意
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

七
三
、
抵
山
口
同
詮
車
妙
法
四

0
1

弐
に
物
的
抗
措
耐
と
は
詮
多
上
債
務
者
と
し
て
請
求
さ
れ
た
者
が
何
人
に
も
封
抗
し
得
る
抗
酵
を
一
五
ふ
、
設
歩
的
行
矯
の
無
故
、
取
泊
、

説
家
に
除
櫨
判
決
あ
り
た
る
事
等
を
以
て
排
情
を
拒
む
場
合
の
如
し
、
然
し
此
場
合
と
雌
も
流
通
性
高
度
に
費
達
せ
る
有
債
詮
家
に
於
て

は
善
意
取
得
者
に
意
外
の
不
利
袋
を
か
け
有
債
詮
雰
取
引
の
安
全
が
害
さ
れ
る
懐
あ
る
が
故
に
其
無
数
原
因
、
取
消
原
因
等
を
民
法
に
一

任
す
る
理
け
に
は
行
か
ぬ
、
例
へ
ば
錯
誤
に
闘
す
る
民
法
の
規
定
(
民
九
五
)
が
手
形
行
持
に
劃
し
て

E
C
F守
し
て
誼
用
さ
る
ミ
が
如

ハ註

uu

し。
抗
離
の
制
限
は
有
慣
誰
家
制
度
の
目
的
印
ち
流
通
保
護
の
矯
め
に
最
も
有
妓
な
技
術
的
手
段
な
る
こ
と
上
述
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
ο

然
る
に

F
O
∞
E
B
m
w
t
c
E
F
g民
。
に
於
て
は
此
重
要
た
る
有
憤
詮
雰
法
上
の
原
則
を

の
方
法
を
有
し
た
い
、

F
S
Z
は
之
を
資
格
性
以
外
の
理
由
に
よ
る
法
律
関
係
と
し
て
説
明
し
て
居
る

(
F
g
z、
色
。

3
1
2
J
4
Z
E

同
』
品
∞
同
氏
自
主
守
口

の
立
場
よ
り
説
明
す
べ
き
何
等

閉
山
・
品
。
吋
時
ヴ
巾
由
。
戸
内
凶
品
門
田
沼
・
品
川
山
併
時
〉

(
註
9
)

人
的
抗
弊
の
制
限
を
除
外
ナ
る
に
は
理
論
上
悪
意
を
以
て
充
分
と
す
る
や
或
は
債
務
者
を
窓
口
せ
ん
と
す
る
欲
望
(
と
ぬ
広
三
)
を
必
要
と
す
る
や

間
半
に
叉
債
務
者
が
害
せ
ら
る
込
事
貨
を
知
れ
ば
よ
い
の
か
シ
ユ
ネ

I
プ
統
一
令
議
に
於
て
最
も
議
論
さ
れ
た
所
で
あ
づ
た
。
結
局
議
論
の
一
致
を
見
ず

有
償
詮
鼻
少
の
流
湿
性

(
本
間
)

ブL
fL 
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貌

。
O 

用
語
。
一
致
に
て
満
足
し
解
稼
は
各
闘
の
裁
判
刊
所
に
委
す
る
こ
と
L

な
っ
た
。
然
し
余
は
此
問
題
に
闘
し
流
通
性
保
護
の
必
要
な
き
場
合
即
ち
前
者
へ

の
抗
措
叶
を
知
る
を
以
て
充
分
と
併
し
皮
ぃ
.
オ
ラ
ン
ダ
代
表
記
冨

C
H
g
m
Z
A
氏
は
冗
口
人
と
悶
訟
で
あ
っ
た
。

(
F
s
z
a
o同
任
。

2
8
E
P廿
HEP-

g
足
。

H
B
S
崎

O
司

F
③

5
5
2
2
0ロ
。
ご

p
d
a
a
E
H
a
a
e
H。
F
E問。
wMVEEmm。
吋
ロ

c
g
m
p口
白
骨
げ
。
ρ
己
主
-Hm。
器
守
口

p
o
d
g
g
F
。
ご

g
mロ③

。同

E
2
Dロ
F

C
・
同
き
・
足
・

5
]・
巴
印
。
・
同
・
市
・
回
申
H
l
b
E・

(
註
刊
)

議
券
的
有
償
詮
券
に
あ
り
て
は
諮
券
所
持
人
と
諮
品
?
と
の
義
務
者
と
の
閥
係
は
諮
券
の
記
載
に
依
ワ
て
決
定
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
従
っ
て
例
へ

は
債
務
者
が
前
者
に
潰
し
て
排
済
期
特
例
珠
契
約
を
な
ナ
も
其
設
券
上
記
載
な
き
限
り
後
者
に
勤
し
て
抗
排
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
べ
く
一
見
此
場
ム
口
の
抗

制
抑
制
限
は
詮
品
分
性
の
反
面
に
す
ぎ
ざ
る
様
に
見
え
る
・
他
県
川
し
抗
掠
制
限
は
間
十
に
諸
券
的
有
償
詮
品
分
の
み
に
存
す
る
に
非
ナ
指
国
債
権
無
記
名
債
権
全
部

に
存
在
す
る
(
氏
凶
七
二
.
四
七
一
ニ
)
、

且
円
/
詮
券
的
有
償
設
券
に
於
て
も
其
抗
続
制
限
O
根
捺
は
護
A
T
O
公
信
力
に
基
く
に
非
ず
(
此
貼
][boげ
ZW

m
v
h
v

。-m-
回
出
口
町
・
等
に
八
位
信
力
の
問
題
と
解
ナ
る
如
し
)
例
へ
は
相
殺
の
抗
勢
の
如
き
は
謹
券
性
を
認
め
て
郎
ち
設
券
に
よ
り
様
利
関
係
存
在
す
る
こ

と
を
認
め
て
然
る
後
封
抗
し
得
る
抗
掠
な
り
、
故
に
詮
券
的
性
と
抗
措
耐
の
制
限
と
は
同
一
事
物
の
雨
商
に
非
ず
。

(
註
日
)

田
中
博
士
手
形
法
(
法
卒
全
集
第
六
巻
一
七
五
瓦
以
下

Y

同
氏
手
形
法
概
論
一
=
二
頁
以
下
に
手
形
の
特
典
性
に
基
き
如
何
に
民
法
の
一
般

原
則
が
務
反
さ
れ
て
手
形
行
掛
川
に
行
は
る
主
か
に
付
き
明
断
な
説
明
が
な
さ
れ
て
舟
る
.
拙
稿
手
形
法
早
大
法
律
講
義
銭
四
八
真
。

四

遡
求
権
の
制
度
(
同
β
D
W
m
志
向
田
窓
口
宮
)

手
形
、
小
切
手
、
質
入
詮
雰
、
抵
営
誰
雰
等
に
於
て
は
共
強
行
人
裏
書
人
に
劃
し
て
詮
穿
の
引
受
又
は
支
捕
を
揖
保
せ
し
め
て
居
る
、

小
切
手
、
手
形
に
於
て
は
引
受
又
は
支
掛
を
担
絶
さ
れ
た
場
合
に
所
持
人
は
前
者
に
劃
し
て
手
形
金
の
償
還
を
求
め
得
ベ
く
(
千
四
三
、

七
七
、
小
三
九
)
、

質
入
誰
潔
抵
嘗
詩
券
に
於
て
共
排
摘
が
担
ま
れ
た
と
き
は
先
づ
揖
保
物
に
付
き
質
権
抵
官
権
を
貴
行
し
共
排
済
不
足

介
あ
る
と
き
は
之
が
償
還
請
求
を
前
者
に
劃
し
て
な
す
事
が
出
来
る
(
商
三
七
二
、
抵
山
口
回
読
券
法
三
一
、
三
八
)

C

此
制
度
は
直
接
に
は



設
務
所
持
人
が
共
支
梯
を
受
け
る
こ
と
を
確
保
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
償
還
請
求
に
晦
じ
て
支
梯
を
た
し
た
前
者
も
亦
更
に
其
前
者
に

劃
し
遡
求
し
得
る
所
を
以
て
見
れ
ば
此
制
度
は
要
す
る
に
讃
券
譲
渡
(
裏
書
譲
渡
)
の
事
貫
に
劃
し
一
議
渡
人
に
詮
雰
の
有
償
値
な
る
事
の

(註

u
v

捨
保
責
任
を
課
し
た
も
の
に
外
な
ら
や
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
c

手
形
に
闘
し
て
撃
者
之
を
説
明
し
裏
書
行
環
。
法
律
行
霜
上
の
故
カ
と

(註

m
v

解
す
る
が
如
き
は
手
形
債
務
の
鷲
生
は
凡
て
手
形
行
潟
に
よ
る
も
の
と
な
す
一
種
の
調
断
的
手
形
理
論
に
拘
泥
す
る
議
論
で
あ
る
。
新
の

如
く
遡
求
制
度
に
よ
り
詮
表
取
得
者
の
利
盆
が
確
保
さ
れ
従
っ
て
詮
穿
取
引
の
安
全
と
敏
活
を
来
し
た
事
は
手
形
制
度
護
達
の
歴
史
を
顧

み
れ
ば
誠
に
明
瞭
で
あ
る
G

又
手
形
の
如
き
も
文
梯
担
絶
認
書
作
成
後
又
は
共
作
成
期
間
後
に
於
て
は
、
も
は
や
其
流
通
は
望
ま
し
き
も

の
で
な
い
従
っ
て
後
裏
書
に
劃
し
て
権
保
責
任
を
課
し
て
居
ら
な
い
(
千
二

O
小
二
四
)
叉
詮
穿
流
通
性
の
低
度
の
も
の
に
は
未
だ
新
る

制
度
を
存
せ
し
め
る
必
要
を
見
な
い
、
遡
求
制
度
の
有
無
は
流
通
性
の
濃
淡
に
開
係
を
有
す
る
誠
に
明
か
で
あ
る
、
然
る
に

H
L
O
M
H
E
E
S
 

P
4
F

向
。
回
世
i
F
H
H
O
O円山
F
A
W

は
此
問
題
に
燭
る
L

何
物
を
も
持
っ
て
居
ら
な
い
。

(
註
四
)

同
説
田
中
(
耕
)
博
士
商
法
研
究
第
一
巻
手
形
閥
係
の
本
質
五
一
四
頁
以
下
参
照
.
拙
著
早
大
手
形
法
議
議
一
四
六
頁
参
照
。

、

松
本
博
士
手
形
法
一
四
二
頁
手
形
参
築
設
照
。

(
註
政
)

共
他
重
要
な
る
規
定

五1J
 

A
手
形
小
切
手
貨
物
引
換
読
船
荷
設
朱
倉
庫
諸
多
の
如
く
特
種
な
る
詮
家
に
於
て
は
其
読
歩
行
震
に
一
定
の
形
式
を
必
要
と
し
更
に
進
ん

/
E
¥
 
で
一
定
の
事
項
以
外
の
記
載
を
な
す
も
共
記
載
た
き
も
の
と
肴
倣
す
(
手
一
、
七
五
、
小
一
、
商
三
一
三
ニ
、
三
五
九
、
三
八
三
ノ
二
、
六
二
二
、

参
照
手
五
I
、
H
.

一一一
I
、
九
百

一六
I

小
四
、
七

一五
I

一
九
、
一
一
一
七
V
、
五
四
日
、
商
法
四
三
九
『
・
足
3
2
統
一
一
段
草
案
策
十
四
俊
策

二
項
参
照
)
υ

之
を
要
式
主
義
確
定
主
義
と
稽
す
る
こ
と
が
出
来
る
此
主
義
の
目
的
と
す
る
所
は
全
く
詩
家
上
の
権
利
の
個
性
を
剥
奪
制
限

有
償
諮
券
の
流
遁
性

(
本
間
)

O 
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苦虎

O 

し
商
品
取
引
に
於
け
る
規
格
統
一
と
同
様
各
詮
表
の
特
殊
性
調
査
の
煩
を
避
け
以
て
取
引
の
固
滑
に
頁
献
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

目
町
又
手
形
の
如
き
特
種
の
有
債
詮
穿
に
於
て
は
其
詮
歩
行
震
を
無
因
行
震
と
た
し
た
、
然
し
或
る
出
拍
行
震
の
目
的
を
其
行
震
の
内
零
と

/
t
¥
 

な
す
事
を
禁
十
る
理
由
は
草
に
無
国
債
務
の
護
生
自
慢
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
、
之
を
手
段
と
し
て
詮
務
取
得
者
を
保
護
せ
ん
と

欲
す
る
が
清
め
で
あ
る
。
印
ち
債
務
は
貫
質
闘
係
の
佃
性
よ
り
遊
離
し
て
存
し
、
債
権
者
は
共
債
務
の
原
因
を
詮
明
せ
十
皐
に
其
行
需
の

み
に
依
り
て
権
利
を
主
張
す
る
を
得
る
が
故
に
取
引
の
清
め
非
常
に
便
宜
た
制
度
で
あ
る
(
問
中
(
耕
)
博
士
商
法
研
究
第
一
巻
四
四
O
頁
)

Q

但
し
手
形
授
受
の
古
事
者
に
於
て
は
其
原
因
閥
係
は
手
形
闘
係
に
影
響
し
殆
ど
有
囚
行
活
よ
り
費
生
せ
る
債
務
と
同
一
た
る
の
観
を
呈
す

る
、
然
し
手
形
が
其
賞
事
者
よ
り
一
日
一
第
三
者
の
乎
に
渡
る
や
否
や
原
因
関
係
は
後
退
し
債
務
者
と
第
三
者
と
の
聞
に
は
患
に
其
無
因
債

務
関
係
の
み
存
績
す
る
に
至
る
、
例
へ
ば
甲
が
乙
に
支
梯
ふ
べ
き
責
買
代
金
支
梯
の
確
保
の
矯
め
乙
を
受
取
人
と
し
て
甲
が
約
束
手
形
を

振
出
し
た
と
す
れ
ば
乙
よ
り
手
形
金
の
請
求
を
受
け
た
甲
は
原
因
闘
係
た
る
買
買
が
無
拭
又
は
取
泊
さ
れ
た
と
と
又
は
責
貨
の
目
的
物
が

引
渡
さ
れ
ざ
り
し
事
、
現
戒
に
よ
り
責
買
解
除
し
た
る
回
日
等
を
主
張
し
手
形
金
の
請
求
を
担
む
事
が
出
来
る
、
此
場
合
に
於
て
は
千
形
闘

(註
H
U

係
は
恰
も
原
因
闘
係
た
る
責
買
代
金
請
求
の
閥
係
と
同
断
で
あ
る
。
然
し
一
日
一
右
手
形
が
乙
よ
り
丙
に
裏
書
譲
渡
さ
れ
た
時
は
丙
よ
り
甲

に
謝
す
る
手
形
金
の
請
求
に
際
し
て
は
甲
は
も
は
や
甲
乙
聞
の
責
買
閥
係
を
援
用
し
て
丙
に
劃
す
る
支
椀
を
担
む
事
が
出
来
ぬ
、
そ
こ
に

手
形
取
得
者
の
保
護
従
っ
て
取
引
の
保
護
が
存
在
し
無
因
詮
雰
制
度
を
認
む
る
買
益
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し

F
o
m山
5
B
P立
。
回
。

a
r
g氏
。
に
よ
り
無
国
債
擢
制
度
の
必
要
を
理
由
付
け
る
と
と
は
も
と
よ
り
出
来
な
い
所
で
あ
る
。

¥
JノC
次
に
有
慣
詮
券
譲
渡
に
詮
多
引
渡
を
必
要
と
す
る
制
度
に
付
き
考
へ
て
見
ゃ
う
、
手
形
、
小
切
手
、
商
法
上
の
有
償
詮
朱
(
商
二
八
一
一
)

/
t
¥
 
に
し
て
無
記
名
設
多
又
は
指
闘
誰
努
た
る
も
の
は
其
譲
渡
行
震
の
一
構
成
事
貫
と
し
て
諸
表
の
引
波
を
必
要
と
し
、
其
他
の
指
間
諸
島
伶
無



記
名
詩
朱
の
譲
渡
に
付
い
て
は
其
封
抗
要
件
と
し
て
設
車
悼
の
引
渡
を
必
要
と
す
る
、
但
し
抵
嘗
詮
車
俸
は
指
闘
詮
券
な
る
も
共
裏
書
引
渡
は

譲
渡
行
需
の
一
構
成
事
責
で
あ
る
(
抵
首
詮
出
妙
法
一
五

Y

記
名
詮
穿
中
記
名
株
穿
に
闘
し
で
は
株
主
名
簿
、
株
券
に
名
義
書
替
を
た
し

且
つ
株
雰
を
引
渡
す
こ
と
が
封
抗
要
件
で
あ
る
(
商
一
五

C
Y
記
名
社
債
券
に
付
い
て
は
吐
債
原
簿
及
枇
債
券
に
名
義
書
替
を
な
し
祉

債
努
を
引
渡
す
こ
と
を
以
て
封
抗
要
件
と
す
る
(
商
二

O
六)、

共
他
の
記
名
有
慎
詮
券
は
引
渡
を
以
て
譲
渡
行
常
の
一
構
成
事
責
を
な

す
も
の
と
解
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
記
名
有
慣
読
雰
に
於
て
は
此
外
指
名
債
樺
と
同
様
債
権
譲
渡
の
通
知
を
(
民
間
六
七
)
な
す
に
非
十

ん
ば
其
譲
渡
を
第
三
者
に
劃
抗
す
る
こ
と
左
得
な
い
。
勿
論
此
等
の
黙
は
大
に
議
論
の
飴
地
あ
る
べ
し
、
此
外
選
鐸
無
記
名
読
赤
は
小
切

千
、
商
法
上
の
有
償
詩
券
た
る
場
合
に
於
て
は
無
記
名
式
と
同
視
さ
る
べ
く
(
小
五
E
、
商
二
八
二
、
四
四
九
ノ
二
)
共
他
の
場
合
に
そ

れ
が
有
償
詩
家
た
る
限
り
記
名
誰
雰
と
同
一
取
扱
を
受
け
る
、
尚
指
聞
読
多
は
裏
書
譲
渡
の
方
法
外
指
名
債
様
譲
渡
の
方
法
に
よ
り
譲
渡

ハ
註
時
〉

し
得
る
や
否
や
の
問
題
あ
り
、
之
等
有
債
詮
券
譲
渡
に
闘
し
で
は
分
析
的
研
究
の
飴
地
甚
だ
多
い
け
れ
共
裁
に
之
を
論
や
る
事
が
出
来
な

ぃ
、
唯
だ
有
償
詮
多
譲
渡
の
清
め
そ
れ
が
譲
渡
行
震
の
構
成
事
責
た
る
と
又
は
劃
抗
要
件
た
る
と
を
聞
は
や
兎
に
角
詮
券
譲
渡
が
完
全
で

(

註

日

山

)

あ
ら
ん
が
矯
め
に
は
少
く
と
も
説
家
の
引
渡
を
必
要
と
す
る
。
其
の
然
る
所
以
は
之
に
よ
り
誰
車
悼
の
譲
受
人
は
少
く
と
も
譲
渡
人
が
信
義

に
反
し
て
詩
雰
上
の
樺
利
を
二
重
に
譲
渡
す
る
の
危
険
を
防
厭
一
す
る
事
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
、
部
ち
詩
家
が
私
権
の
流
通
に
頁
献
し
符

る
最
小
限
度
の
特
徴
と
見
得
る
が
故
で
あ
る
。

、1ノD
芙
他
除
権
判
決
制
度
の
如
き
は
読
雰
流
通
の
潟
め
に
存
す
る
公
信
力
、
動
的
安
全
保
護
と
異
の
権
利
者
、
静
的
安
全
の
保
護
司
，
」
の
相
矛

f
¥
 

盾
し
相
封
立
す
る
利
盆
に
一
つ
の
安
協
的
標
準
を
設
定
せ
ん
が
矯
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
即
ち
其
手
積
に
於
て
六
ヶ
月
以
上
の
期

聞
を
定
め
て
な
す
公
示
催
告
は
以
て
誰
穿
所
持
人
に
利
益
主
張
の
飴
地
を
輿
へ
他
方
に
於
て
除
擢
判
決
白
煙
は
之
に
よ
り
異
の
権
利
者
を

有
償
卦
凪
非
?
の
流
通
性

(
本
間
)

一O
三
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一O
凶

保
護
せ
ん
と
す
る
も
の
た
る
が
故
で
あ
る
、
市
し
て
如
何
な
る
諸
島
怖
に
除
権
判
決
を
許
す
や
も
亦
詮
雰
の
流
通
性
を
考
慮
す
る
こ
と
な
し

に
は
決
定
し
得
ぬ
所
で
あ
る
、
流
通
の
最
大
を
要
求
す
る
通
貨
た
る
銀
行
企
悼
の
如
き
に
劃
し
て
は
流
通
保
護
の
潟
め
除
擢
判
決
を
許
さ
ヂ

ハ
註
げ
U

叉
流
通
力
た
き
誰
多
〈
有
償
詮
券
に
非
ざ
る
場
合
の
如
き
〉
に
除
権
判
決
を
認
め
る
必
要
な
ぎ
が
如
し
。

、ノE弐
に
詮
穿
の
流
通
卸
ち
詮
務
上
の
権
利
の
轄
相
臓
移
轄
す
る
事
情
に
基
い
て
生
十
べ
き
種
々
の
不
合
理
を
排
除
す
る
技
術
的
工
作
も
亦
消

/
g
¥
 
極
的
で
は
あ
る
が
尚
詮
多
の
流
通
性
を
助
け
ん
が
詩
め
に
存
す
る
も
の
と
解
す
る
と
と
が
出
来
る
。
所
謂
呈
一
不
詮
多
性
(
商
二
七
九
)
は

指
圃
詮
祭
、
無
記
名
詩
家
の
如
く
英
譲
渡
に
際
し
一
々
債
務
者
に
通
知
せ
ざ
る
に
拘
ら
す
債
務
者
を
し
て
排
情
の
局
め
に
債
権
者
の
住
所

を
捜
索
せ
し
め
る
の
不
合
理
を
排
除
す
る
方
法
で
あ
り
又
引
換
(
受
戻
)
詮
穿
性
は
詩
券
的
有
償
詩
家
又
は
抗
措
の
制
限
あ
る
有
償
設
家

に
於
て
誰
雰
引
換
に
非
歩
し
て
排
済
を
た
す
時
は
其
誇
雰
が
善
意
取
得
者
の
手
中
に
入
り
債
務
者
を
し
て
二
重
一
抑
の
危
険
に
陥
ら
し
め
る

不
合
理
を
排
除
す
る
技
術
で
あ
る
、
又
轄
鞍
す
る
債
権
者
の
資
格
調
査
の
煩
を
債
務
者
に
課
す
る
事
の
不
合
理
を
排
除
す
る
矯
め
に
免
責

設
忠
妙
誰
島
知
性
た
る
技
術
が
存
在
す
る
。
之
等
は
誇
務
上
の
権
利
取
得
者
の
保
護
を
直
接
目
的
と
す
る
規
定
で
は
な
い
が
、
謹
府
知
の
流
通
を

務
想
し
共
の
下
に
護
生
す
る
不
合
理
を
排
斥
す
る
技
術
た
る
が
故
に
や
は
り
設
券
流
通
の
円
的
の
清
め
の
原
則
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
但

し
之
等
は
皐
に
読
雰
流
通
の
み
の
手
段
に
非
歩
、
直
接
に
は
支
梯
整
調
(
関
。
己
円
。
』
目
。
白
日
出
広
告

gmむ
の
手
段
と
な
る
も
の
で
あ
る
、

然
し
或
る
詮
索
に
是
示
誰
然
性
、
免
責
誰
多
性
、
引
換
詮
雰
性
を
典
ふ
べ
き
や
否
や
は
や
は
り
誰
券
の
流
通
性
を
も
眼
中
に
置
か
や
し
て

決
一
し
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
単
に

F
O
ぬま
B
注
目
。
ロ
を
以
て
し
て
は
之
を
附
興
す
べ
き
や
否
や
の
標
準
を
典
へ
な
い
。
此
流
通
性
の
故

に
認
め
ら
れ
た
る
之
等
の
性
質
は
や
は
り
有
償
誰
券
法
的
の
原
則
と
一
立
っ
て
差
聞
な
い
。

以
上
を
要
す
る
に
有
償
読
ぬ
妙
法
の
特
色
あ
る
原
則
は
骨
私
樺
流
通
を
容
易
な
ら
し
め
る
定
め
の
制
度
、
私
権
の
商
品
化
に
向
け
ら
れ
た



経
情
的
要
求
に
陸
予
ぺ
き
制
度
と
し
て
始
め
て
其
合
理
性
を
見
山
内
し
得
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
有
慣
詮
朱
は
其
種
類
に
依
り
有
原
則
の
全

部
或
は
一
部
の
遁
周
を
見
る
、
其
差
別
の
生
す
る
理
由
は
蓋
し
其
種
の
有
償
読
券
の
流
通
か
或
は
高
度
に
、
或
は
よ
り
低
く
要
求
さ
れ
て

居
る
か
の
経
済
事
情
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
千
形
小
切
手
に
は
上
越
の
原
則
の
大
部
分
が
行
は
れ
る
が
そ
れ
程
流
通
の
要
求
さ
れ

ざ
る
記
名
株
雰
に
は
皐
に
一
少
部
分
の
原
則
が
行
は
る
λ

に
過
ぎ
な
い
、
之
等
を
通
覧
し
て
有
償
説
家
法
に
於
て
は
詮
多
の
流
通
性
が
如

何
に
指
導
的
任
務
を
行
ふ
か
を
知
る
に
足
る
と
思
は
れ
る
。

(
註
M
)

。・

J司
王
音
色
"
匂

2
J司
S
F
m⑦
H
d
H
L
S
E②

C守
口
S
G
E
E
-
H
2
0
2ロ
a
p奪
回
-HDCH・
m
-
U
H
陪
・
ウ
キ
!
ラ
ン
ド
は
原
因
関
係
が
手
形
閥
係

に
影
響
す
る
と
な
す
吾
人
の
見
解
に
一
歩
を
遜
め
手
形
食
事
者
が
原
岡
聞
係
に
あ
る
場
合
に
は
共
手
形
に
化
慌
せ
る
権
利
は
有
悶
債
様
で
あ
り
・
原
因

関
係
に
立
た
ざ
る
手
形
常
事
者
間
に
於
て
は
無
困
債
捕
帽
を
化
醐
慨
す
る
と
主
援
す
る
に
至
っ
て
居
る
。

(
註
日
)
通
話
は
指
圃
諮
A
Y
も
亦
民
法
上
。
信
機
譲
技
の
方
法
に
よ
り
譲
渡
し
待
べ
き
も
の
と
す
る
(
裏
書
と
同
一
致
カ
の
愛
生
は
な
い
が
)
同
説
。
?

国
ロ

-vdFJrh
可。cFm己
]30HV酔
切
島
一

HHmwHUG
除

-
d回
白
白
《
)
一
円
け
由
自
炉
ロ

HHW]
回
目
毘

2
g
H
L
1
2
ζ
d
z
p
C由
主

-
g
w
m
F
E
C
u
m
-
H
A
F斗
-movd諸
民
p
p
m
v
o
w
a
-

日申・ト『
g
e
M
a
宮
司
2
H句者同
2
9
な
・
山
富
然
し
裏
蓄
を
以
て
詮
券
上
。
纏
利
譲
波
を
目
的
と
す
る
契
約
と
解
ナ
る
寄
人
の
立
場
に
於
て
裏
書
と
は
別

に
指
名
債
様
譲
渡
方
法
を
認
む
べ
き
も
の
な
り
や
好
や
疑
問
で
あ
る
.
否
定
訟
は

F
B吉
田
一
人
の
み

(
Z
G
2
0
F
F
F
E
部目。ロ
m・
5
3

指
閣
議
券
に
指
名
債
檎
譲
波
方
法
を
認
め
る
こ
と
は

m
o
y
d
d
H
F
の
言
っ
た
如
く
確
か
に
有
償
設
券
の
賃
際
上
の
目
的
な
z
r
a
m
。r
z
N
J
g
cど
に

反

す
る
。

(
訟
⑦

HHd司
⑦
民
国

w
M
F
P
C
-
m
臼
由
)

(
註
M
m
)

拙
稿
有
償
詮
券
の
紙
念
(
青
山
博
士
記
念
論
文
集
)
参
照
。

(
註
げ
)

品
名
有
岬
開
設
品
分
に
除
様
州
決
を
許
ナ
や
否
や
議
論
あ
り
。

瑞
同
債
券
法
改
正
草
案
は
之
を
認
む
余
も
立
法
論
と
し
て
は
共
必
要
を
認
む
現
行
法
の
下
に
於
て
は
手
形
小
切
手
に
し
て
記
名
設
券
た
る
場
合
の
品
川

は
之
を
認
む
る
を
得
ざ
る
べ
し
っ

有
償
詮
券
の
流
、
遁
性

(
本
向
)

一O
五
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第
三
節

有
債
詮
券
に
闘
す
る
諸
問
題
と
詮
券
の
流
通
性

濁
り
有
償
詮
穿
法
上
の
諸
原
則
の
み
な
ら
や
有
償
誰
雰
に
闘
す
る
佃
A

の
法
律
問
題
も
亦
共
目
的
た
る
流
通
性
の
角
度
よ
り
批
判
す

る
こ
と
に
依
っ
て
始
め
て
受
賞
な
る
解
決
を
見
出
す
事
が
出
来
る
、
従
来
有
償
誰
券
の
範
国
に
於
て
は
専
ら
概
念
的
法
律
構
成
が
重
せ
ら

れ
殊
に
手
形
法
に
於
て
最
も
甚
し
き
も
の
が
あ
っ
た
、
所
謂
手
形
理
論
は
概
念
法
撃
の
典
型
と
さ
へ
云
は
れ
た
、
然
し
斯
の
如
き
方
法
論

ハ註
1
〉

的
偏
傾
は
其
否
な
る
こ
と
既
に
多
く
の
聞
学
者
に
依
っ
て
論
難
さ
れ
た
所
で
あ
っ
て
設
に
之
を
繰
返
す
必
要
を
見
な
い
c

尤
も
目
的
論
的
立

場
上
り
問
題
を
見
る
事
に
依
り
常
に
必
し
も
明
噺
た
る
解
決
を
期
待
し
得
る
と
一
五
ふ
意
味
で
は
な
い
、
蓋
し
法
律
解
牒
は
単
に
目
的
論
的

(註
2
〉

加
工
の
み
に
依
っ
て
可
能
た
る
も
の
で
な
い
の
み
な
ら
や
法
の
其
他
の
目
的
例
へ
ば
樺
利
牟
重
の
原
則
の
如
き
一
般
私
法
の
目
的
も
亦
有

慣
詮
車
妙
法
の
上
に
反
映
し
之
等
の
目
的
と
誰
券
流
通
の
目
的
と
を
遁
首
に
調
和
す
べ
き
必
要
あ
る
も
其
調
和
按
配
に
付
き
見
解
の
相
還
を

来
す
憎
多
き
が
故
で
あ
る
、
此
事
は
凡
て
慣
値
判
断
に
随
伴
す
る
共
通
的
弱
鞘
で
あ
っ
て
法
律
の
解
樺
や
其
適
用
等
に
於
て
の
み
存
在
す

る
欠
貼
と
一
五
ふ
事
は
出
来
な
い
。
今
此
庭
に
有
慣
読
鼻
持
に
闘
す
る
問
題
の
凡
て
を
羅
列
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
で
は
な
い
唯
だ
詮
券
の
流
通

性
が
主
要
な
る
問
題
の
解
決
に
如
何
に
指
導
的
任
務
を
果
す
か
を
見
る
に
足
る
限
度
に
於
て
故
障
の
問
題
に
踊
る
土
暑
に
止
め
る
。

有
償
読
券
の
限
界
問
題

如
何
た
る
範
閏
の
設
券
を
以
て
有
慣
設
穿
と
解
す
べ
き
や
は
象
者
間
に
最
も
議
論
の
存
す
る
所
で
あ
る
、
指
園
設
雰

(
C
E
2匂
当
日
出
時
〉

は
法
律
の
規
定
に
基
く
か
又
は
指
固
文
何
(
。
同
・
白

2
E
g
s
c
の
記
載
あ
る
場
合
に
限
る
が
故
に
英
限
界
に
闘
し
て
問
題
を
生
十
ベ
き
徐



地
が
少
い
、
然
る
に
記
名
詮
象
(
岡
山
田
耳
品
目
立
母
)
は
詮
明
読
券
(
E
D
E
向
島
伸
抽
出
。
巧
由
同
国
民
円
何
回

pr)と
凶
作
を
接
し
共
問
明
瞭
乞
欠
き
又
無
記

名
詮
歩

(
F
F
P
Z
H
M
V
P匂
問
。
る
は
日
常
生
活
に
於
て
使
用
さ
る
λ

権
利
者
の
名
稿
を
表
示
せ
ざ
る
諸
詮
票
(
阿
国
江
E

=
三
回
同
書
官
と
と
共

限
界
を
暖
昧
た
ら
し
め
て
居
る
、
従
っ
て
有
償
読
忠
悼
の
限
界
問
題
は
要
す
る
に
此
二
貼
に
臨
す
る
と
見
て
差
支
た
い
。

A
、
記
名
詮
雰
と
詮
明
設
鼻
持
、
と
の
限
界
。

切

E
E
2
は
記
名
詮
多
と
は
指
闘
文
何
又
は
撰
搾
無
記
名
文
句
を
包
含
せ
ざ
る
有
償
誰
穿
に
し
て
記
名
式
の
も
の
を
云
ふ
と
定
義
し

ハ国
2
5
3
3
a。
巧
2
8
4由。
HP
同国国
HH白
B
R
E
E
同
P
E
V
E
r
w
E
ロ
m-
弓
∞
)
。
・

4
・

2
0岳
∞
は
特
定
人
を
権
利
者
と
し
て
表
示
し
た
有

慣
読
多
を
謂
ひ
有
償
詮
多
と
は
詩
朱
に
化
捜
せ
る
権
利
の
主
樫
を
定
む
る
所
の
読
雰
を
云
ふ
と
定
義
し

(HV2HgoF@aMV弘
司
m
p

可。。
rけ
出

KH]〔円

∞-
H
U
M
dド

m
-
5
J
F
-
c
o
E面
白
『
自
己
仲
は
記
名
詮
多
と
は
其
詮
雰
に
於
て
債
権
が
化
僅
し
其
債
権
は
読
多
と
北
ハ
に
の
み
移
轄
し
得
且
つ
詮

券
に
依
つ
て
の
み
行
使
さ
れ
得
る
如
き
詮
多
を
云
ふ
と
な
し

(
N十
戸
国
・
出
-
P戸
p
m
∞
同
)
共
他
用
学
者
の
定
義
大
同
小
異
で
あ
る
.
主
ハ
異

(
註
3〉

る
賠
は
要
す
る
に
有
償
詮
券
白
定
義
を
具
に
す
る
事
に
起
因
す
る
。
唯
だ
此
黙
に
闘
す
る
最
も
詳
細
た
る
議
論
を
た
す
者
は

F
S
Z
及

ハ
註
生
〉

ぴ

4
E
P
Z
で
あ
る

o
q
m
]
-
F
S
Z
-
P
S
2
5
a・
∞
見
-
m・
3
・J
司

2
4
4
S
5
m
-
怠
臼
ぬ

m
-
M
a
R
E
E
d〈
男
8
4ぎ
阿
部
由
民
-N-
戸

国
-HH・
出
血
∞
目
白
・
日
同
月
一
君
主
音
色
、

c
g同
p
g
z
a
当
2
8
4
2
B
凶
包
囲

当
。
⑦
吋

q
e
r
E
d
H
V白
Hh∞
毘
同
居
住
吉
m句者由。
E
S
-
-
p
m
f
p
H志
向
。
時
凶
器
H
S
H
5
2
Sロ
片
手

E
H
S二
-
国
己
常
国
国
戸
H
R
H
2
3

L
F
g
Z
は
記
名
誰

雰
と
は
特
定
の
人
又
は
一
般
原
則
に
従
っ
て
確
定
す
る
同
人
の
擢
利
承
櫨
人
が
詮
券
上
の
権
利
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
如
き
有
償
誰
券
を

一
式
ふ
、
共
詑
券
が
有
慣
読
雰
で
あ
る
に
は
其
誰
雰
の
占
有
が
占
有
者
が
尚
依
然
と
し
て
権
利
者
た
る
資
格

(
Z
C
D
F
Z
窓
口
『
正

1
2
)
を
明

に
す
る
矯
め
に
必
要
で
あ
り
且
つ
債
務
者
は
此
債
権
者
た
る
資
格
な
し
に
は
給
付
す
る
を
得
ざ
る
場
合
に
於
て
の
み
で
あ
る
と
云
K

と
主

有
償
諮
止
?
の
流
遁
性

(
本
問
)

一O
七
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八

張
し
、
記
名
詩
雰
の
有
ナ
る
費
格
〈
伊
白
mutEmFtcHH)
を
三
方
面
よ
り
見
て
居
る
印
ち
其
一
つ
は
債
務
者
は
読
書
に
よ
る
権
利
表
象
者
と

排
済
共
他
の
取
引
左
な
せ
ば
そ
れ
は
民
の
権
利
者
に
劃
し
て
放
力
を
有
す
る
英
二
は
債
擢
者
が
債
槽
の
行
使
に
首
り
誇
券
を
呈
示
す
る
こ

と
に
依
っ
て
債
権
者
た
る
こ
と
を
表
象
し
た
け
れ
ば
な
ら
や
ノ
其
三
は
債
務
者
が
債
樺
譲
渡
の
事
費
を
知
ら
な
か
っ
た
時
と
雌
も
英
譲
渡
及

詮
券
引
渡
後
奮
債
権
者
た
る
譲
渡
人
(
部
ち
詮
多
を
有
せ
ざ
る
譲
渡
人
)
に
な
し
た
る
排
済
共
他
の
取
引
を
譲
受
h

人
に
劃
抗
す
る
を
得
た

い
と
云
ふ
が
如
き
三
性
質
を
有
す
る
詮
書
に
し
て
始
め
て
有
償
誰
雰
と
解
し
て
居
る
の
で
あ
る

(
Q
E
E
ユm
m
m
・3
0

彼
は
従
前
与
問
。

当
2
8目
立
日
白
山
自
国

解
し
た
る
に
、
今
其
第
三
の
性
質
を
補
足
饗
更
し
た
る
は
司
区
自
白
の
論
難
に
基
き
た
る
も
の
で
あ
る
、

e
z
S
F
4
2
G
4問。
E
5
2

H
b国
同
注
目
長

C
E
唱
者
同

@Hem-2H4払
-pszw
自
B
J司
2
G毛
凶
同
州
諸
民
除

N

同・一同

-FE-∞印
wm-企
)
印
ち

F
S
Z
は
或
る
詩
書
が
京
に
債
務
者

の
利
益
の
矯
め
に
の
み
債
権
者
に
樺
利
表
象
を
典
へ
る
が
然
し
其
債
樺
者
の
…
譲
受
人
の
利
益
の
潟
め
に
は
も
は
や
斯
の
如
き
資
格
を
興
へ

(
例
へ
ぼ
多
数
人
に
劃
す
る
支
梯
整
調
の
潟

め
に
債
務
者
が
護
行
す
る
簡
単
の
詩
書
に
し
て
そ
れ
は
其
所
持
人
に
排
持
す
る
こ
と
に
依
り
債
務
者
は
債
務
を
免
る
与
も
債
務
者
は
共
読

書
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
原
債
権
者
に
詮
書
な
し
に
も
解
済
し
得
べ
く
原
債
権
者
の
承
櫨
人
は
一
般
の
原
則
に
従
ひ
新
債
楼
者
た
る
事

ざ
る
が
如
き
詮
雰
を
有
償
設
券
の
外
に
置
か
ん
が
潟
め
に
附
加
し
た
る
一
の
特
徴
で
あ
る
。

を
主
張
し
得
ベ
け
れ
共
共
読
書
の
表
象
を
援
用
す
る
能
は
ざ
る
場
合
の
如
し
、
手
荷
物
預
雰
等

(
C
4山
島
田
口
宮
古
)
に
於
て
斯
る
例
を
見

る
こ
と
多
く
第
三
の
性
質
を
有
サ
ざ
か
故
に
之
を
以
て
有
償
設
公
に
非
や
と
な
し
て
居
る
)
。

JF3巾
H
P
U
門
戸
は

k
r
Q
H
2

と
同
様
に
有
償
読

車
砕
を
以
て
流
通
の
目
的
に
存
す
る
制
度
と
解
し

kz-2と
共
に
債
務
者
は
皐
に
英
語
券
の
曇
一
不
に
劃
し
て
の
み
給
付
し
て
差
聞
な
い
(
ロ
ミ

mov己
色
白
白
円
必
P
円同

H
H
5
向
。
宮
口
4
0
2
8
H
E
L
・2
d
H
r
z戸(凶
O
H
d
山田
gHH)
と
一
五
ふ
原
則
を
以
て
有
償
設
雰
概
念
の
危
め
に
決
定
的
原
則
と



見
て
居
る
o

蓋
し
新
の
如
き
読
券
は
権
利
行
使
に
必
要
な
る
が
故
に
共
譲
渡
に
は
英
誰
券
の
引
渡
を
必
要
と
す
べ
く
(
誰
明
誰
家
と
共

る
)
従
っ
て
債
権
譲
渡
に
際
し
譲
渡
人
よ
り
債
務
者
に
共
通
知
左
な
さ
ざ
る
場
合
と
蹴
も
新
債
権
者
は
債
務
者
が
沓
債
権
者
に
排
済
共
他

の
取
引
を
な
す
危
険
よ
り
擁
護
さ
れ
る
に
至
る
べ
く
従
っ
て
斯
る
読
多
は
読
券
上
の
権
利
の
流
通
に
貢
献
す
る
も
の
と
云
ふ
を
得
る
が
故

で
あ
る
(
者
正
百
円
♂
巧
2
0
p
d
官民
E
g
v
t
o
g
-
v
Z
島
・
町

S
夜
君
。
∞
-
E♂
。
而
し
て
具
慢
的
に
特
定
の
詮
券
が
債
務
者
に
と
っ
て
新
る
法

律
的
殻
果
を
生
し
ぜ
め
る
か
否
か
は
皐
純
に
読
書
面
に
記
載
し
た
引
換
文
言
(
国

E
g
E∞d
E
E出
品
目
)
呈
示
文
言
(
早
智
B
E
R富田
Epi

5
0
H
)

等
に
の
み
拘
泥
す
べ
き
に
非
十
其
読
雰
の
取
引
杜
舎
に
於
け
る
流
通
性
を
考
慮
し
て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
る
例
へ
ぽ
記
名
園
債

誰
雰
の
如
き
は
引
換
文
言
な
き
も
有
慣
詮
雰
た
る
記
名
詩
雰
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
謂
っ
て
居
る

(
p・
p
・
0

∞
-
E
8
0

に
於
て
」
〈
目
白
H
P国
向

余
は
大
憧

の
見
解
を
正
し
い
と
考
へ
る
、
唯
だ
有
償
設
此
俸
制
度
の
目
的
左
以
て
詮
券
に
よ
る
私
権
の
流
通
を
容
易
な
ら
し
め
る

こ
と
に
存
す
る
も
の
と
な
す
が
故
に
其
誰
努
の
有
す
る
法
的
佐
賀
が
少
く
と
も
権
利
流
通
に
法
律
上
貢
献
す
る
も
の
で
な
く
て
は
た
ら
ぬ
、

而
し
て
其
最
小
限
度
の
法
的
性
質
は
読
券
上
の
樺
利
を
譲
渡
す
る
に
は
誰
多
の
引
渡
を
法
律
上
必
要
と
す
る
黙
に
存
す
る
も
の
と
解
す
る

(
拙
稿
有
償
讃
券
の
概
念
青
山
博
士
記
念
論
文
集
四
一
頁
以
下
)
。

蓋
し
之
を
以
て
す
れ
ば
詮
券
譲
受
人
は
奮
債
権
者
に
よ
る
二
重
譲
渡

の
危
険
を
免
る
λ

事
が
出
来
従
っ
て
取
引
安
全
に
瓦
献
す
る
が
故
で
あ
る
、
然
し
之
の
み
を
以
て
詮
雰
譲
受
入
は
安
全
な
る
も
の
に
非
歩

従
っ
て
之
に
加
へ
倫
「
債
務
者
が
読
多
の
所
持
人
に
排
済
す
る
に
非
ん
ぼ
債
務
を
免
れ
得
ざ
る
性
質
」
を
も
読
島
知
に
附
興
す
る
費
際
上
の

必
要
が
多
い
で
あ
ら
う
、
然
し
前
者
の
み
を
以
て
も
向
流
通
性
に
役
立
つ
が
故
に
此
性
質
を
以
て
有
償
設
#
悼
の
形
式
的
定
義
を
構
成
し
た

(
第
二
節
五
ノ

C
参
照
)
。

当日
O
H
P
ロ
h
y
K
r
a
-
z
等
に
従
っ
て
債
権
者
の
潟
め
の

F
o色
R
E
P
R
O
H
H

を
以
て
形
式
的
定
義
に
採
用
し
な
か
っ
た

理
け
は
粧
等
に
従
へ
ば
一
方
に
於
て
譲
渡
性
な
き
有
慣
詮
雰
(
例
へ
ば
譲
渡
禁
止
の
銀
行
預
金
通
帳
)
を
認
め
ざ
る
べ
か
ら
ぎ
る
と
宍
に

(
本
間
)

有
償
諸
砕
?
の
流
通
性

一O
九
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他
方
に
於
て
我
商
法
上
の
記
名
株
券
を
以
て
有
償
費
雰
と
一
式
ふ
を
得
ざ
る
に
至
る
ぺ
き
欠
貼
在
生
や
る
か
ら
で
あ
る
、

れ
『

p
g
Z
及
其
他

の
皐
説
に
依
ら
ざ
る
理
由
は
蓋
し
之
等
の
撃
者
は
其
定
義
の
根
擦
に
付
き
納
得
し
得
ベ
き
説
明
を
加
へ
ざ
る
が
故
で
あ
る
。

今
抽
象
的
に
記
名
詮
券
と
詮
明
詮
家
の
限
界
は
上
越
の
標
準
に
依
り
之
を
知
る
事
が
出
来
る
、
然
し
之
に
よ
り
直
に
具
樫
的
誰
券
が
有

債
読
多
た
る
記
名
設
雰
な
り
や
又
は
皐
純
な
る
免
責
詮
奉
な
り
や
或
は
詮
明
詮
券
に
過
ぎ
ざ
る
や
之
等
在
判
別
す
る
こ
と
は
必
し
も
容
易

た
り
と
一
式
ふ
を
得
た
い
。
如
何
と
な
れ
ば
問
題
た
る
首
該
具
僅
的
詮
雰
の
譲
渡
に
設
泰
の
引
渡
を
必
要
と
す
る
や
(
他
の
定
義
に
よ
れ
ば

詮
鼻
伊
が
共
主
張
の
如
き

F
o
t¢

gazu
を
有
す
る
や
否
や
)
其
決
定
の
困
難
た
る
場
合
あ
る
が
故
で
あ
る
、
左
に
参
考
の
矯
め
一
一
三
の

場
合
を
奉
げ
て
見
ゃ
う
。

州
法
律
上
営
然
の
指
闘
讃
雰
(
m

山一各局

2
0

。HP
4
H
1
2
)
に
し
て
護
行
者
よ
り
裏
書
禁
止
文
句
、
指
岡
禁
止
文
句
(
ロ
o
m
P
R
S
同
7
4

ロ
担
。
日
)

を
記
載
さ
れ
た
る
も
の
例
へ
ぽ
手
形
、
小
切
手
、
貨
物
引
換
、
設
倉
庫
詮
家
、
舵
荷
設
券
(
千
一
一
、
七
七
、
小
一
回
、
商
三
三

四
ノ
三
、
二
一
六
問
、
三
八
三
ノ
二
、
六
二
九
)
等
の
場
合
に
於
け
る
が
如
し
、
之
等
は
記
名
詮
努
た
る
こ
と
通
設
の
認
め
る
所
で
あ
る
、

此
等
の
詮
券
は
裏
書
譲
渡
こ
そ
出
来
な
い
が
尚
引
換
読
忠
妙
で
あ
り
且
ヲ
口
壬
一
不
詮
参
で
あ
る
貼
よ
り
す
れ
ば
其
譲
渡
に
詮
券
の
引
渡
を
必
要

と
す
る
こ
と
首
然
と
解
さ
ね
ば
た
ら
ぬ
(
乎
二
八
、
二
一
九
、
七
七
、
小
ゴ
二
三
四
二
八
、
商
三
四
四
、
ゴ
一
七
九
、
六
二
九
)
、

従
っ
て
余

の
定
義
に
よ
る
も
記
名
読
雰
と
云
ふ
を
得
ぺ
し
。

(2) 

記
名
株
券
、
記
名
枇
債
雰
の
譲
渡
は
株
主
名
簿
及
び
株
券
又
は
枇
債
原
簿
及
び
社
債
券
に
夫
々
名
義
書
換
を
な
し
且
つ
引
渡
す
こ

と
を
譲
渡
の
劃
抗
要
件
と
し
て
居
る
(
商
一
五

O
、
二
O
六)、

従
っ
て
記
名
詮
券
た
る
こ
と
明
で
あ
る
。
経
済
社
舎
に
於
て
も
株
雰
は

所
謂
有
償
誰
券
の
主
要
な
る
も
の
と
認
め
て
居
る
、
然
る
に
前
一
不
満
乙
の
皐
説
に
依
れ
ば
我
国
の
記
名
株
雰
は
之
を
以
て
有
償
設
券
と
解



す
る
を
得
た
い
Q

但
し
濁
乙
プ
ロ
シ
ヤ
法
に
於
け
る
関
戸
岡
田
口
宮
山
口

は
共
譲
渡
に
読
朱
の
引
渡
を
要
せ
ざ
る
が
故
に
余
の
定
義
に
よ
れ
ば

有
償
詮
索
と
稽
す
る
こ
と
得
た
い
が
、
ア
ン
ハ
ル
ト
鏑
業
法
に
依
る
阿
国
阿
君
宮
山
口
は
譲
渡
に
引
渡
を
要
す
る
が
故
に
有
償
誰
穿
と
云
は

友
け
れ
ば
た
ら
ぬ

q
g
d
F
F
H
m
宮
ふ
H
S
-
E
E
Y
F提
出
。
♂
士
号
印
)

C

間
借
濁
乙
商
法
の
記
名
株
券
(
指
闘
譲
後
が
許
さ
れ
て
居
る
)
に
し
て
定
款
に
依
り
裏
書
が
禁
止
さ
れ
た
も
の
及
び
調
乙
法
に
於
け
る

(
指
岡
文
伺
あ
る
時
の
み
裏
書
を
許
す
も
共
裏
書
に
は
法
律
所
定
の
殻
果
を
伴
ふ
所
謂
技
術
的
裏
書
を
な
し
得
ベ
き
読
穿

(gbr尽
き
H
H

宮
白
C
E
E
E
O
C己
申
門
司
白
]
去
る
印
ち
)
貨
物
引
換
誰

(Hhvea舎
。
山
口
出

C切
・
蜘
注
品
目
白
叫
)
倉
荷
設
穿

(
F
d
z
m
o
r。
HHHw
同
-C-H凶・申臼司
ω
-
B
δ

船
荷
設
鼻
持
(
同

C
E
S
S
E
Y
図
。
出
・
曲
目
白
伊
豆
ご
-
)
冒
険
貸
借
読
者
(
出
口
角

2
5
E
E
a
同・
2
・出・ゆ円

8
・
2
3
運
送
保
険
契
約
書

2
2
'

EH)。ュ
2
8
F
E
E回
開
。
旬
。
ロ
旬
。
同
国
'C-回
、
抑

m
s
-
Z
C
等
が
無
記
名
式
又
は
指
闘
式
に
議
行
さ
れ
ざ
る
場
合
は
猫
乙
法
の
見
解
と
し
て
は
記

名
有
慣
詩
家
と
解
す
る
こ
と
に
付
き
具
論
の
な
い
所
で
あ
る
。

(4) 

最
も
問
題
と
た
る
は
任
意
的
記
名
詩
家
(
宮
項
目

HHF{ES
討。

r
g】
3
1
2
)
で
あ
る
、
如
何
な
る
記
載
を
な
せ
ば
記
名
詮
朱
を
作

成
す
る
之
が
出
来
る
か
の
問
題
で
あ
る
、
之
を
抽
象
的
に
一
石
ふ
時
は
記
名
詮
穿
を
作
成
す
る
意
思
が
表
示
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
一
耳
ふ
事
に
な

る
べ
く
、
有
償
詩
雰
を

FO∞凶
作

E
p
t
c
E
E
S
O
H
と
解
す
る
論
者
は
記
名
詮
穿
的

H
L
諸問
P
E
t
s
を
表
示
す
る
事
を
要
す
と
解
す
べ
く

其
方
法
と
し
て
呈
示
文
句

(ppmsg山
富
田
何
回
吉
田
乙
)
又
は
引
換
文
句
(
国
巳
C
園
田
口
官
民
自

E
C
を
以
て
誼
営
と
な
す
も
の
の
如
し
。

。・

2
0島
。
は
詮
家
自
慢
よ
り
認
め
う
べ
き
「
有
償
詮
穿
を
創
造
せ
ん
と
欲
す
る
蛮
行
者
の
意
思
表
示
」
に
よ
り
氏
名
の
記
載
さ
れ
た
設

努
が
記
名
詮
表
の
性
質
を
取
得
す
る
殊
に
此
潟
め
に
引
換
文
句
が
趨
首
ナ
る
(
絶
劃
的
に
必
要
で
あ
る
と
は
一
式
へ
ぬ
が
)
一
式
々
と
説
明
し

て
居
る
(
匂

sgza
回忌

ggoEFH口
∞
・
ロ
P
K
Fロ
戸
∞
)
。
然
し
引
換
文
句
あ
る
場
合
に
は
必
中
記
名
詩
穿
た

D
と
解
す
る
事
は
常
に

有
償
諮
#
?
の
流
通
性

(
本
間
ゾ
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一
ニ
銃

受
賞
た
も
の
と
一
式
ふ
を
得
た
い
(
同
設
巧
E
E
P
凶
ロ
白
吋

E
ぼ
忌
@
伊
国
国
戸
宮
♂

m・

5
4包
-
F
C。
5
2
v
E
F
N
-
同
-
F
E
M∞
m・

5

P
E
M
C
)
仮
令
金
銭
借
用
詮
文
に
引
換
文
句
を
附
す
る
も
向
単
な
る
一
説
明
詮
穿
の
性
質
を
卒
ふ
も
の
で
は
な
い
、

の
み
た
ら
や
引
換
読
穿
性

は
説
明
設
表
す
ら
も
亦
之
を
有
す
る
に
非
ざ
る
か
と
岡
山
は
れ
る
(
通
設
は
反
封
。
民
間
八
七
僚
、
此
賠
は
他
の
機
舎
に
述
ぶ
ぺ
し
)
、

叉

他
方
に
於
て
引
換
文
句
、
基
示
文
何
を
記
載
せ
ざ
る
場
合
と
躍
も
記
名
有
償
詮
雰
と
解
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
が
あ
る
例
へ
ば
園
債
雰
公
債

多
の
記
名
式
た
る
場
合
の
如
し
。
然
ら
ぽ
則
記
名
詮
歩
な
り
や
否
や
は
其
記
載
の
み
に
依
存
す
る
こ
と
を
得
十
共
設
多
の
目
的
を
考
慮
し

其
詩
券
の
流
通
に
重
要
な
目
的
を
置
く
が
如
き
設
雰
は
詮
明
説
家
に
非
守
し
て
記
名
詮
家
た
り
と
解
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
却
ち
法
律
上
又
は

詮
券
作
成
の
法
律
行
詩
上
、
其
詮
券
上
の
権
利
譲
渡
に
読
穿
の
引
渡
を
必
要
と
す
る
も
の
は
記
名
詮
穿
と
認
む
べ
き
も
、
共
詮
券
上
の
記

載
に
よ
り
其
貼
明
瞭
な
ら
ざ
る
も
の
は
読
去
の
流
通
性
を
考
へ
そ
れ
が
詮
雰
の
重
要
な
る
目
的
と
見
得
る
場
令
に
は
共
読
多
上
の
樺
利
譲

渡
に
詮
赤
の
引
渡
を
必
要
と
す
る
も
の
と
解
し
、
従
っ
て
記
名
詩
券
と
認
む
べ
き
も
の
で
あ
る
、
日
常
生
活
に
於
け
る
諸
説
務
諸
説
票
例

へ
ば
記
名
手
荷
物
切
符
、
定
期
来
事
務
、
定
期
劇
場
観
覧
歩
、
商
品
引
換
穿
等
が
記
名
読
穿
た
り
や
否
や
も
斯
の
如
き
標
準
に
依
っ
て
決

す
べ
き
場
合
甚
だ
多
い
で
あ
ら
う
Q

瑞
西
債
務
法
改
五
草
案
に
於
て
記
名
誰
券
の
定
義
中
に
英
記
載
文
言
を
規
定
し
能
は
ざ
り
し
理
由
も

亦
此
庭
に
存
ナ
ペ
き
か
(
一
九
二
八
年
草
案
九
五
三
)
0

命
誌
に
注
意
す
べ
き
は
譲
渡
を
許
さ
ざ
る
詮
穿
即
ち
詮
穿
上
の
擢
利
の
譲
渡
を

認
め
ざ
る
詮
穿
に
於
て
は
始
め
よ
り
流
通
の
目
的
に
供
す
べ
き
手
段
に
非
る
が
故
に
有
債
詮
券
と
解
す
る
を
得
守
、
此
知

F
S注
目
P
R
O
B

HHaroo民。

と
は
大
に
趣
を
具
に
す
る
、

L
F
g
Z
に
依
れ
ば
債
樺
者
及
債
務
者
の
矯
め
に
資
格
を
表
象
す
る
詮
多
は
即
ち
有
償
設
穿
に

し
て
其
譲
渡
し
得
る
や
否
や
を
問
は
や
と
な
す
、
然
し
譲
渡
禁
止
の
預
金
通
帳
、
旗
行
者
の
使
用
す
る
信
用
紙
の
如
き
有
債
詩
努
と
稗
す

る
は
其
質
日
祉
を
疑
ふ
も
の
で
あ
る
、

F
o
c
Z
は
仮
令
之
等
を
有
償
読
多
に
算
入
す
る
も
他
方
に
於
て
有
償
詩
雰
に
非
ざ
る

F
o
E¢
B
P寸



守
口
田
区
立
O
H

を
認
む
る
が
故
に
(
例
へ
ば
債
務
者
の
潟
め
の
み
に
認
め
た
琵
責
誰
券
に
し
て
譲
受
人
の
利
径
の
矯
め
に
認
め
た
も
の
に
非

ざ
る
場
合
は
一
種
の
資
格
表
象
方
法
た
る
も
綻
の
見
解
に
よ
れ
ば
有
償
詮
穿
に
非
歩
有
償
誰
表
と
説
明
詩
家
間
の
中
間
物
な
り
と
な
す
)

(
切

-
2
E
F
N
Eロ
巧
号
ぽ
目
立
2
g
∞ユ
R
N
-
同

-HH・
]
白
・
∞
u
u
m・
8
H
H・
F
g
p凶
器
地
曲
目
・

a・
8
同・)。

然
ら
ば
紋
も
亦
有
償
詮
穿
を
特
殊
の

同
色
申

mU4耳目
P
氏
。
出
国
H
E
E
O
H

に
限
定
し
た
事
に
な
る
が
共
限
定
の
理
由
は
益
々
不
可
解
で
あ
る
o

主
口
人
は
流
通
に
貢
献
す
る
限
度
心
法
的
手

段
を
抽
出
し
て
有
慣
詩
赤
と
解
す
る
が
故
に
譲
渡
し
得
ざ
る
詮
恭
は
此
中
に
含
ま
し
め
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

B
、
無
記
名
誰
務
と
共
類
似
誰
雰
と
の
限
界
。

無
記
名
詮
券
と
は
詮
券
の
所
持
人
か
読
赤
上
の
楼
利
者
な
る
回
日
記
載
せ
る
有
債
詩
雰
を
謂
ふ
、
日
常
生
活
に
於
て
債
務
者
が
多
数
の
人

を
相
手
と
し
て
取
引
す
る
結
果
其
排
持
に
温
請
を
生
十
る
催
あ
る
場
合
に
英
文
梯
を
整
調
せ
ん
が
潟
め
食
券
、
下
足
札
の
如
く
債
樺
煮
を

表
示
せ
や
ノ
し
て
単
な
る
記
披
の
記
載
あ
る
も
の
(
或
は
尽
に
形
態
、
色
彩
に
依
っ
て
差
別
あ
る
も
の
)
を
債
権
肴
に
交
付
す
る
場
合
あ
り

之
等
は
一
見
無
記
名
詮
雰
に
類
似
す
る
も
右
記
載
に
し
て
未
だ
文
書
を
な
す
も
の
に
非
ざ
る
も
の
は
無
記
名
詩
券
と
一
五
ふ
を
得
な
い
。
又

仮
令
文
書
を
な
す
場
合
と
蹴
も
特
定
人
の
み
に
艶
す
る
開
係
に
於
て
支
掛
整
理
の
定
め
強
行
し
本
来
記
名
式
と
な
す
べ
き
を
便
宜
債
権
者

の
記
載
を
省
略
し
た
る
場
合
は
共
誰
穿
上
の
樺
利
は
之
を
，
譲
渡
せ
ざ
る
趣
旨
に
於
て
誰
券
が
蛮
行
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
こ
と
多
く
斯
る
場

ム
口
に
が
、
て
は
無
記
名
諸
島
伊
で
は
な
い
、

更
に
乎
荷
物
引
換
公
の
如
く
皐
に
債
務
者
の
み
の
利
益
の
潟
め
に
存
す
る
免
責
設
券

(
F
O

∞Es

B
P枠内
C
出
自
∞
百
戸
田
宮
出
向

g
m
o
r己
e
g
E〉
は
其
読
雰
上
の
樺
利
が
譲
渡
し
得
る
場
介
と
雌
も
一
般
民
法
上
の
規
定
に
従
っ
て
譲
渡
及
其

艶
抗
要
件
を
踏
む
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
其
詩
家
の
引
渡
に
よ
っ
て
譲
渡
が
出
来
る
も
の
で
は
な
い
従
っ
て
無
記
名
有
償
詩
雰
を
織
す
る
を

得
た
い
。
然
る
に
債
樺
者
が
詮
穿
上
の
樺
利
を
行
使
す
る
に
は
読
券
を
法
律
上
必
要
と
す
る
場
合
に
於
て
は
設
務
上
の
権
利
を
譲
渡
す
る

有
償
詮
品
少
の
流
通
性

ハ
本
間
)
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矯
め
説
家
の
引
渡
を
妥
す
べ
く
従
っ
て
無
記
名
設
多
と
稽
す
べ
き
も
の
で
あ
る
o

又
無
記
名
株
雰
は
株
主
権
行
使
の
詩
め
に
必
要
で
あ
る

従
っ
て
其
譲
渡
を
第
二
者
に
封
抗
す
る
潟
め
に
は
共
引
渡
を
必
要
と
ナ
る
が
故
に
(
商
一
五
六
回
、

1
4
M
L
t
工、

上
j
J
ノ日

一
七
八
)
其
無
記
名
設

雰
た
る
こ
と
誠
に
明
か
で
あ
る
、
其
他
法
律
上
司
人
は
護
行
行
震
の
性
質
上
共
譲
渡
に
誇
鼻
持
の
引
渡
を
必
要
と
す
る
や
否
や
判
然
せ
ざ
る
も

の
に
付
い
て
は
共
読
穿
の
流
通
性
を
考
慮
し
て
無
記
名
詮
穿
な
り
や
否
や
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
今
乗
車
枇
妙
、
入
場
単
位
、
共
他
例

(ぺ詮
5
)

々
の
無
記
名
設
雰
類
似
詮
券
に
闘
す
る
具
樫
的
問
題
に
付
ぎ
て
こ
ゐ
に
一
々
諭
す
る
を
得
な
い
。

向
我
園
に
於
て
は
選
搾
無
記
名
誰
多

(
E
u
g
H
H
F
Hロ
宮
ず
由
門
司
目
立
晶
子
)

印
ち
特
定
人
を
樺
利
者
と
し
て
指
定
す
る
も
尚
説
家
所
持
人

に
輪
所
持
す
れ
ば
債
務
者
は
其
債
務
を
発
る
L

如
き
詮
鼻
持
に
付
き
共
特
種
の
も
の
を
無
記
名
説
家
と
看
倣
し
た
(
小
、
五
五
、
商
二
八
二
、

問
問
九
ノ
一
一
)
。

以
上
要
す
る
に
有
慣
誰
雰
の
概
念
如
何
と
一
式
ふ
抽
象
的
問
題
も
又
或
詮
雰
の
有
償
設
穿
な
り
や
否
や
の
兵
僅
的
問
題
も
何
れ
も
結
局
設

券
の
流
通
性
を
考
慮
し
て
決
定
す
べ
き
も
の
な
る
事
を
明
か
に
し
た
。

(
註
1
)

設
問
中
博
士
手
形
閥
係
の
本
質
(
商
法
研
究
第
一
巻
三
八
八
頁
以
下
)
民
広

Hat国
民
ぴ
旨
y

p

p

。um
s
u・
抽
川
稿
早
大
法
律
講
義
二
'
一
二
頁

以
下
参
照
。

ペ
註
2
)

第
一
節
註
4
参
照
。

(
註
3
)

記
名
詮
券
に
闘
す
る
文
献
は
旬

HVBげ
Y

J
『

2
8
4
r
p
a・
会
問
〉
国

HHH]・
に
掲
げ
た
る
所
参
照
。

山
判

2
8
出向。目。
3
k
rヴト加

E
U自
国
民
臼

2
4
1
2
G
e
r
S
2ロ
角
。

P
E
E
S
H
S
U
図。司。

Z
5
r
d
E
P
P
H
S
p
a
-
∞
凶
・
は
大
億

L
P
8
Z
の
見

(
註
4
)

細
川
に
依
る
。

(
詫
e
O
)

松
本
博
士
私
法
論
文
集
九
五
三
頁
以
下
電
車
沓
乗
車
券
O

性
質
.
竹
田
博
士
銭
道
乗
車
券
及
手
荷
物
引
換
符
票
.
法
新
・
三

O
品
世
五
.
六
節
・



馬
庭
義
雄
銭
泣
犠
飛
車
券
の
研
究
(
銭
道
軌
道
終
持
資
料
一
八
九
節
」

F
g
r
r
ι
E
J〈
⑦
吋
酔
匂
屯

5
M
3
a
g
u
g
p色
戸

HAV
月三
E
r
s
ニ
N
5
2
g
F
1
2
・

m
g
H
H
H

⑦ロ・
濁
民
八

O
七
依
は
詮
票
(
同
一
百
目
。
H
H

ロ
ロ
品
員
百
円
向
。
同
)
に
し
て
債
植
者
を
表
記
せ
ざ
る
も
の
に
付
き
無
記
名
債
椛
の
重
姿
な
規
定
が
準
用
さ
れ
て
居
る
。

然
し
日
常
生
活
に
於
け
る
諮
慕
は
共
性
質
多
岐
に
亙
る
が
故
に
新
の
如
く
流
通
話
券
に
密
接
の
闘
係
あ
る
抗
叫
抑
制
限
.
善
意
取
得
壮
一
寸
の
規
定
が
二
較
に

準
用
き
る
』
事
は
安
常
な
り
や
否
や
昨
棋
は
し
い
。

倫
乗
車
A
?
を
以
て
無
記
名
設
鼻
?
と
解
す
る
訟
は
我
図
に
於
て
有
力
な
る
も
出
掛
か
に
賛
成
ナ
る
を
符
な
い
。

9
2
。HP回
向
、
切
事
件
以
P
宮
内
・
肘
周
回
同
福
岡
w

m
-
M
U・
)

設
鼻
持
の
所
有
権
と
詮
務
上
の
樺
利
と
の
閥
係

有
償
詩
家
に
闘
す
る
拳
読
に
所
有
権
設
(
回
目
的

g
E
E
a
r
s昆
る
た
る
も
の
が
あ
る
、
日
く
有
債
詮
穿
に
於
て
は
読
穿
上
の
樺
利
は
有

債
誰
雰
に
附
着
し
樺
利
と
誇
雰
と
分
離
し
て
観
察
す
る
を
件
や
其
底
に
一
種
猫
特
の
物

(
a
g
g目。ロ向。同国加。足
g
g
p
o
F
3
2
@円
F

F
三日
a

。V
S
F守
注
目
。

E
盟

国

抑

HS)
を
生
4
y
る
に
至
る
、
誰
券
上
の
一
権
利
を
譲
渡
す
る
に
は
必
す
詩
雰
の
所
有
樺
を
譲
渡
せ
ざ
る
べ
か
ら
歩
、

詩
穿
上
の
擢
利
を
質
入
し
又
は
用
盆
樺

(
Z
S宵
言
。
ど
の
物
慌
た
ら
し
め
る
る
に
は
詮
雰
白
煙
の
質
入
、
用
益
構
設
定
、
を
必
要
と
す

る
、
遺
失
物
拾
科
、
埋
戴
物
鷲
見
、
先
出
、
附
A
口
混
和
、
留
置
権
の
規
定
に
至
る
迄
凡
て
動
産
物
樺
法
の
規
定
に
従
っ
て
有
慣
詮
券
上
の
樺

利
の
得
喪
を
来
す
も
の
と
解
す
る
。
(
.
司
由
Y
2
2宏、
p
p
c
・
2
色

kgguH-岡崎
F
S
F
C
E
E己
主
∞
告
・

JFmcrdd江
口

P
p
c
・
2
3除
-
E
E
m皆目・

JJ喝。。
F
E
s
dロ島町出
crsrscvy
∞
回
目
)
尤
も
此
原
則
の
行
は
れ
る
は
無
記
名
詩
努
並
に
技
術
的
裏
書
を
許
す
指
固
詩
穿
に
限
り
共
他
の
有
国

設
多
印
ち
記
名
詮
穿
及
単
純
指
園
設
中
亦
に
於
て
は
逆
に
詩
家
の
所
有
権
は
詮
多
上
の
樺
利
の
底
分
に
従
ふ
(
猫
民
九
五
二
)
も
の
た
り
と

主
張
す
る
、
此
見
解
は
滴
逸
法
の
下
に
於
て
は
満
氏
、
七
九
二
一
、
九
五
二
保
等
よ
り
推
論
し
料
る
斯
で
あ
っ
て
通
説
と
解
し
て
差
聞
な
い
υ

有
償
設
券
の
流
連
性

(
本
間
)

一
一
五
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六

然
し
此
見
解
は
有
償
詩
容
に
闘
し
物
擢
法
類
似
の
規
定
が
行
は
れ
る
こ
と
に
陪
目
し
て
商
品
化
し
た
債
擢
、
株
主
権
等
が
、
何
鹿
迄
も
本

衆
の
様
利
な
る
こ
と
を
観
過
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
来
有
償
詩
容
に
於
て
詮
穿
を
必
要
と
す
る
所
以
は

F
C
O
H
H
号
の
云
っ
た
如
く

出回∞‘

回
目
白
山
口
阿
佐
の
矯
め
で
あ
る
、
無
形
の
樺
利
を
有
形
化
す
る
詰
め
で
あ
る
、
共
自
負
め
に
は
物
細
胞
た
る
紙
の
必
要
こ
そ
あ
れ
共
紙
の
所
有

擢
(
無
形
物
な
り
)
を
必
要
と
す
る
理
由
は
な
い
、
有
償
読
穿
の
詮
穿
と
し
て
慣
植
あ
る
所
以
は
何
虚
ま
で
も
化
僅
穫
の
故
で
あ
っ
て
紙

の
故
で
は
な
い
、
紙
片
の
み
の
譲
渡
、
質
入
は
意
味
を
な
さ
や
J
F
調
塊
一
民
法
四
三
七
僚
に
有
償
誰
穿
の
由
民
主
は
讃
穿
が
無
紋
宣
告
の
潟
め

に
公
一
不
催
告
の
な
さ
れ
ざ
る
こ
と
在
も
捨
保
す
と
の
規
定
あ
り
之
れ
化
瞳
樺
が
責
買
の
目
的
物
な
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
、
通
常

有
償
詮
雰
の
譲
渡
と
は
詮
穿
上
の
権
利
を
含
め
て
の
意
味
で
あ
っ
て
誰
赤
た
る
物
慢
の
所
有
模
譲
渡
の
意
味
で
は
な
い
、
説
家
上
の
擢
利

が
主
で
あ
っ
て
誰
潔
白
煙
は
従
で
あ
る
。
そ
こ
に
読
穿
喪
失
の
場
合
除
樺
判
決
に
依
り
設
穿
上
の
櫨
利
者
を
保
護
す
べ
き
玉
川
口
同
性
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
(
除
樺
判
決
制
度
は
共
沿
革
に
於
て
有
償
詮
券
制
度
と
併
立
し
て
瑳
遣
し
有
償
設
穿
制
度
の
一
要
部
を
構
成
す
る
も
の
と

解
せ
ら
れ
る
)
有
慣
詩
容
の
譲
渡
、
質
入
、
は
共
詮
穿
上
の
樺
利
を
譲
渡
、
質
入
ぜ
ん
と
欲
す
る
意
欲
が
表
示
さ
る
ふ
に
非
十
ん
ぱ
有
償

誰
鼻
悼
の
譲
渡
質
入
と
し
て
は
無
拭
と
解
さ
ね
ば
た
ら
ぬ
、
仮
令
讃
雰
の
所
有
権
譲
渡
又
は
質
入
の
意
思
が
あ
っ
た
所
で
共
れ
は
有
償
請
家

の
譲
渡
、
質
入
と
し
て
は
意
味
を
な
さ
や
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
有
慣
詮
穿
の
所
有
権
は
何
人
に
臨
す
る
や
、
余
は
猫
滋
一
民
法
九

五
二
僚
に
「
債
樺
に
付
き
蛮
行
し
た
る
債
樺
読
書
の
所
有
擢
は
債
樺
者
に
属
す
、
債
権
の
上
に
存
す
る
第
三
者
の
樺
利
は
共
読
書
に
及
ぶ
、

其
他
給
付
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
る
擢
利
に
闘
す
る
詮
雰
殊
に
抵
昔
読
谷
土
地
負
捨
説
家
乃
定
期
土
地
負
揖
詩
容
に
付
き
亦
同
じ
」
と
規

定
さ
れ
た
如
く
説
家
の
所
有
擢
は
誰
務
上
の
権
利
者
に
師
す
る
の
原
則
は
我
民
法
の
下
に
於
て
も
之
を
認
め
件
ベ
く
更
に
進
ん
で
猫
逸
に

於
け
る
通
説
と
具

p
、
無
記
名
詮
券
、
指
聞
説
家
も
亦
此
原
則
に
従
っ
て
其
所
有
権
の
師
国
閣
を
伏
す
べ
き
も
の
と
考
へ
る
、
蓋
し
此
原
則



は
加
工
の
原
則
と
共
精
神
に
於
て
一
一
服
の
相
通
ボ
ノ
る
も
の
あ
り
誰
明
誰
宇
怖
が
共
詮
明
す
ペ
き
樺
利
に
奉
仕
す
ぺ
き
こ
と
を
明
言
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
有
債
詮
券
に
於
て
は
此
奉
仕
閥
係
一
一
尉
密
接
で
た
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
(
猫
逸
通
説
が
之
を
認
め
ざ
る
は
所
有
樺
設

に
輔
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
)
。

我
民
法
四
八
七
僚
は
債
植
に
読
書
あ
る
場
合
に
全
部
排
済
を
た
し
た
る
と
き
は
其
読
書
の
返
還
を
請

求
し
得
る
回
日
規
定
し
反
面
よ
り
債
権
者
は
全
部
の
排
済
を
受
け
る
迄
詩
書
を
別
問
置
し
得
る
も
の
と
な
し
一
種
の
留
置
樺
を
規
定
し
た
も
の

と
一
言
ば
れ
る
、
然
し
留
置
樺
の
み
を
以
て
し
て
は
債
権
者
保
護
に
充
分
な
ら
歩
、
例
へ
ば
読
書
が
第
三
者
の
手
中
に
あ
る
場
合
之
が
返
還

を
阿
回
置
権
に
基
い
て
請
求
す
る
こ
と
を
得
な
い
が
故
に
所
有
構
に
装
い
て
返
還
請
求
を
な
し
得
る
事
を
認
め
な
け
れ
ば
債
権
者
の
保
護
充

分
な
り
と
一
式
ふ
を
特
な
い
。
余
は
詮
虫
回
存
在
の
理
由
が
全
く
債
擢
者
の
笥
め
に
存
す
る
事
を
考
へ
る
と
き
は
我
民
法
に
於
て
も
読
書
の
所

有
権
は
債
模
者
に
蹄
属
す
る
の
原
則
を
採
用
す
る
も
の
と
解
す
る
を
遁
営
と
伝
す
る
、
民
法
四
八
七
僚
は
従
っ
て
留
置
擢
に
非
や
し
て
詩

書
所
有
権
の
移
轄
義
務
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
部
ち
有
償
詮
券
を
譲
渡
す
る
に
は
設
雰
所
有
権
の
譲
渡
行
矯
に
依
る
べ
き
に
非
歩
詩

雰
上
の
樺
利
の
譲
渡
行
震
に
依
る
べ
く
誰
穿
所
有
権
は
之
に
附
随
し
て
蛍
然
譲
受
人
に
移
轄
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
此
知
所
謂
所
有
権

設
と
金
〈
考
方
を
逆
に
す
る
も
の
で
あ
る
u

命
数
通
の
復
本
あ
る
有
償
誰
券
上
の
樺
利
が
単
に
共
一
通
の
底
分
に
依
り
譲
渡
し
得
る
貼
の

如
き
も
全
く
余
の
見
解
の
下
に
於
て
の
み
説
明
可
能
な
る
べ
し
。

共
に
物
構
法
の
諸
規
定
が
有
債
詮
穿
の
上
に
行
ば
れ
る
か
の
問
題
に
付
い
て
は
所
謂
所
有
権
設
は
一
陸
背
定
す
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
、

然
し
共
遁
用
あ
り
と
稽
す
る
規
定
を
至
加
に
観
察
す
る
に
、
動
産
物
樺
の
規
定
が
共
佳
有
償
誰
穿
の
上
に
行
は
る
与
も
の
で
は
な
い
こ
と

が
判
る
、
例
へ
ぽ
有
慣
誇
穿
の
善
意
取
得
者
保
護
に
闘
す
る
公
伝
の
原
則
は
動
産
取
引
に
行
は
る
斗
公
信
原
則
と
其
内
容
、
保
件
を
具
に

す
る
も
の
な
る
と
と
は
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
(
第
二
一
節
ニ
ノ
A
参
照
)
而
し
て
其
差
異
あ
る
所
以
は
全
く
有
償
詮
雰
流
通
を
動
産
取
引
以

有
償
諸
砕
少
の
流
遁
性

(
本
間
U

一
一
七
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一
一
八

上
に
希
望
す
る
経
済
事
情
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
叉
有
償
詮
朱
譲
渡
に
其
所
持
の
引
渡
を
必
要
と
す
る
所
以
は
動
産
物
擦
の
譲
渡

に
共
占
有
の
引
渡
を
必
要
す
る
こ
と
と
現
行
法
上
、
共
意
味
を
具
に
す
る
、
有
償
読
歩
の
主
要
の
も
の
(
手
形
小
切
手
商
法
上
の
有
償
誇

多
)
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
譲
渡
行
活
の
構
成
事
責
で
あ
っ
た
が
動
産
物
楼
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
釘
抗
要
件
で
あ
っ
た
、
部
ち
形
式
的
に
は

や
は
り
物
構
法
則
其
憧
の
遁
用
で
は
な
い
(
尤
も
此
差
異
は
雨
者
本
質
上
の
差
異
に
基
く
も
の
と
解
す
る
を
得
な
い
)

0

叉
無
主
の
有
償

設
穿
(
弛
棄
し
た
有
償
詮
家
)
に
劃
し
て
動
産
先
山
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
余
は
消
極
に
解
し
度
い
、
そ
れ
が
無
記
名
読
谷

た
る
場
合
と
離
も
亦
同
様
で
あ
る
、
蓋
し
詮
多
た
る
紙
片
の
所
有
権
は
先
占
に
よ
り
取
得
し
得
べ
け
れ
共
、
化
煙
権
を
創
造
す
る
利
益
を

先
出
者
に
輿
ふ
べ
き
何
等
の
理
由
友
き
が
故
で
あ
る
。
若
し
此
設
多
先
占
者
が
不
山
口
同
に
も
之
を
他
に
譲
渡
し
善
意
の
第
三
者
の
千
中
に
入

る
時
は
其
第
三
者
を
保
護
し
以
て
詮
務
上
の
樫
利
を
認
む
べ
き
や
否
や
は
全
く
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
又
遺
失
物
拾
得
、
哩
戴
物
殻
見
の

規
定
が
有
償
説
家
に
適
用
あ
り
や
、
無
記
名
設
赤
に
あ
っ
て
は
一
定
の
乎
綾
を
な
し
た
る
も
所
有
樺
者
判
明
せ
ざ
る
場
合
共
拾
得
者
、
琵

見
栄
に
詩
家
上
の
樺
利
が
師
属
ナ
る
も
の
と
解
し
て
差
交
な
き
ゃ
否
や
甚
だ
疑
は
し
い
、
指
聞
説
島
知
記
名
誰
多
に
至
つ
て
は
尚
更
で
あ
る
。

(
第
一
に
債
務
者
の
協
力
な
し
に
読
書
拾
得
者
に
設
券
上
の
債
権
を
新
に
琵
生
せ
し
む
る
根
擦
な
し
第
二
に
此
場
合
動
産
と
具
り
承
種
取

得
と
す
れ
ば
何
故
に
拾
得
者
、
殻
見
者
に
此
利
益
を
興
へ
ぎ
る
べ
か
ら
ざ
る
か
動
産
の
場
合
如
く
此
世
よ
り
埋
る
べ
き
財
買
を
此
世
に
出

し
た
功
績
者
で
は
な
い
若
し
此
詩
歩
が
な
く
な
っ
た
所
で
債
務
者
は
之
れ
に
よ
っ
て
利
得
す
ぺ
く
動
産
の
場
合
の
如
く
此
世
の
損
失
に
な

る
も
の
に
非
宗
第
三
に
詮
穿
上
の
構
利
は
除
擢
判
決
に
よ
っ
て
清
算
さ
る
べ
き
も
の
で
な
か
ら
う
か
。
)

更
に
有
償
読
穿
の
消
滅
時
殻
は

化
憧
樺
の
時
放
で
あ
り
、
取
得
時
放
は
別
に
共
規
定
が
存
在
し
(
民
一
六
一
一
一
)
動
産
物
樺
の
取
得
時
放
に
よ
ら
や
、
叉
質
樺
設
定
も
亦
無

記
名
債
穿
を
除
去
」
別
側
の
規
定
が
有
償
読
朱
に
付
い
て
行
は
れ
る
(
民
三
六
六
、
一
二
六
五
、
一
二
六
問
E
Y

詮
ぬ
悼
の
宜
主
は
詩
務
上
の
擁



利
の
不
存
在
に
付
き
物
の
取
此
捨
捨
保
の
責
に
任
ホ
ノ
る
も
の
に
非
歩
、
最
後
に
有
償
誇
雰
上
の
権
利
行
使
に
関
す
る
規
定
は
会
く
物
樺
法

に
依
存
せ
A
Y
詩
務
上
の
樺
利
に
闘
す
る
規
定
に
従
っ
て
居
る
。
之
を
要
す
る
に
有
償
詩
雰
に
劃
し
て
動
産
物
樺
の
法
則
が
適
用
さ
れ
る
と

一
五
ふ
に
は
飴
り
に
共
等
の
規
定
に
加
工
を
要
し
過
ぎ
る
、
所
有
棒
読
を
主
張
す
る

。・2
s
w
o
す
ら
物
植
法
規
定
を
共
佳
遁
用
す
べ
き

も
の
に
非
歩
有
償
詮
穿
に
遁
営
す
る
様
に
加
工
し
て
遁
用
す
べ
し
と
な
し
て
居
る

富山
E
F
句。三若
r
g
M
M同
E
S
S
E
-
盟
国
m
-
H
C
U
)

。

思
ふ
に
之
等
有
債
詮
券
の
規
定
は
大
に
物
擢
法
に
類
似
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
尚
多
少
づ
斗
相
具
を
持
づ
て
居
る
、
市
し
て
共
相
具
た
る

や
有
償
詩
雰
の
特
質
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
之
等
の
規
則
を
物
擢
法
の
範
障
に
挿
入
し
物
擢
法
に

Eず
s
a
g
gす
る
も
の
と

解
す
べ
き
に
非
守
物
構
法
に
の

g
Z宮
PEZ
す
る
有
慣
詩
穿
誌
な
る
調
立
の
僅
系
に
園
周
せ
し
む
べ
き
も
の
と
信
や
る
。
此
事
は
有
償
詩
穿

法
を
以
て
擢
利
の
負
載
せ
る
特
種
の
物
の
法
と
見
歩
却
て
樺
利
の
特
輯
流
通
を
容
易
な
ら
し
め
る
手
段
の
法
、
私
権
流
通
組
織
法
と
凡
る

と
と
に
よ
っ
て
容
易
に
理
解
し
特
ベ
き
所
で
あ
る
.
此
事
は
又
他
方
に
於
て
近
代
的
資
本
主
義
の
要
求
に
基
き
総
て
の
権
利
を
商
品
化
す

る
手
段
と
し
て
有
償
説
家
を
認
め
た
其
新
型
の
商
品
に
劃
す
る
訟
は
之
を
奮
型
の
商
品
た
る
動
産
法
と
相
並
存
す
る
地
位
に
置
く
事
を
至

首
と
す
る
賠
よ
り
も
亦
理
解
し
得
る
所
で
あ
ら
う
。

四

其
他
数
例
の
小
問
題
。

)
 

4

・i(
 
有
償
詩
雰
法
に
於
け
る
混
同

手
形
法
十
一
一
僚
第
一
二
項
に
は
駕
替
手
形
に
付
き
「
裏
書
は
引
交
を
た
し
た
る
又
は
な
さ
ざ
る
支
掛
人
振
出
人
其
他
の
債
務
者
に
劃
し
て

も
之
を
た
す
事
を
得
、
之
等
の
者
は
更
に
手
形
を
裏
書
す
る
こ
と
を
得
」
と
規
定
し
た
同
法
七
七
僚
に
於
て
約
束
手
形
に
準
用
し
又
小
切

手
法
十
問
僚
第
三
項
に
は
「
裏
書
は
振
出
入
其
他
の
債
務
者
に
封
し
で
も
之
を
需
す
こ
と
を
得
此
等
の
者
は
更
に
小
切
手
を
裏
書
す
る
こ

有
償
鐙
努
の
流
通
性

ハ
本
間
)
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と
を
得
」
と
の
規
定
あ
り
、
之
等
は
象
者
の
所
謂
戻
裏
書
の
場
合
に
該
山
口
回
す
る
。
戻
裏
書
の
凡
て
の
場
合
が
民
法
に
一
式
ふ
債
権
債
務
の
混

同
を
来
し
債
権
が
消
滅
す
る
に
至
る
場
合
な
り
と
は
解
す
る
は
民
法
の
混
同
の
概
念
を
正
解
寸
る
も
の
と
一
式
ふ
を
得
た
い
。
話
替
手
形
、

小
切
手
の
振
出
人
裏
書
人
、
又
は
約
束
手
形
の
裏
書
人
が
其
誰
多
を
更
に
裏
金
一
日
譲
受
け
る
と
き
は
自
己
に
劃
す
る
償
還
請
求
の
期
待
機
と

期
待
義
務
は
混
同
を
生
す
ぺ
け
れ
共
共
他
の
手
形
、
小
切
千
上
の
前
者
に
劃
す
る
償
還
期
待
植
は
混
同
す
べ
き
い
は
れ
が
な
い
唯
だ
前
有

に
償
還
請
求
を
な
す
時
は
更
に
其
者
よ
り
其
前
者
と
し
て
の
自
己
に
償
還
請
求
を
さ
れ
る
に
至
る
べ
く
所
謂
訴
訟
の
輪
廻
に
該
首
し
不
経

門
誌
6〉

持
た
る
に
至
る
べ
き
も
之
が
矯
め
前
者
に
劃
す
る
償
還
請
求
樺
が
消
滅
す
べ
き
混
同
に
該
首
す
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
斯
る
戻
裏
書

に
於
け
る
被
裏
書
人
た
る
手
形
小
切
手
の
取
得
者
は
共
手
形
小
切
手
を
更
に
裏
書
譲
渡
し
件
べ
き
こ
と
勿
論
友
り
と
一
ー
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
、
此
賠
に
関
す
る
限
り
前
記
規
定
は
何
等
異
様
の
も
の
で
は
な
い
、
引
受
を
な
さ
ざ
る
潟
替
手
形
の
支
梯
人
が
裏
書
を
受
け
た
場
合
も

亦
同
様
で
あ
っ
て
何
等
混
同
の
場
合
に
該
賞
し
な
い
、

(
克
も
小
切
手
の
支
掛
人
が
戻
裏
書
を
受
け
た
時
は
之
を
支
捕
と
認
め
た
、
之
れ

小
切
手
が
支
錦
用
具
た
る
通
常
の
使
用
方
法
に
添
は
ん
が
泊
め
で
あ
る
。
従
っ
て
支
挽
人
の
管
業
所
が
其
小
切
手
を
振
宮
て
ら
れ
た
も
の

以
外
に
於
て
戻
裏
書
を
受
け
た
時
は
之
を
支
出
抑
と
認
め
な
い
小
一
五
V

)

Q

然
る
に
魚
替
手
形
の
引
受
人
約
束
手
形
の
振
出
人
が
戻
裏
書

に
よ
り
手
形
を
取
得
す
る
と
き
は
前
庄
の
艮
裏
書
と
は
大
に
趣
を
具
に
す
る
、
即
ち
被
裏
書
人
は
樺
利
者
に
し
て
同
時
に
共
樺
利
に
封
す

る
義
務
者
で
も
あ
る
即
ち
民
法
五
二

O
僚
の
混
同
に
該
賞
し
本
来
手
形
は
消
滅
す
べ
き
理
由
で
あ
る
、
然
る
に
共
取
得
者
は
更
に
裏
書
譲

渡
す
る
と
と
を
得
る
旨
規
定
し
た
所
以
は
他
な
し
、
千
形
の
如
き
満
期
日
迄
流
通
の
用
に
供
す
べ
き
誰
雰
は
偲
令
引
受
人
、
振
出
人
が
之

を
取
得
す
る
場
合
と
雌
も
此
流
通
の
利
益
を
特
に
之
等
の
人
よ
り
剥
奪
し
不
利
益
に
陥
ら
し
む
べ
き
理
由
な
し
、
故
に
混
同
を
生
ぜ
ざ
る

と
同
一
譲
渡
の
利
益
を
残
存
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
、
従
っ
て
千
形
の
流
通
か
も
は
や
笠
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
た
っ
た
場
合
印
ち
満
期



以
後
に
於
て
、
引
受
人
又
は
約
束
手
形
振
出
入
に
戻
裏
金
同
あ
っ
た
場
合
に
は
最
早
前
僚
の
規
定
に
依
る
べ
き
に
非
宗
混
同
に
よ
っ
て
消
滅

す
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ

d
t株
式
合
祉
が
自
己
株
式
の
取
得
が
認
め
ら
れ
た
場
合
(
例
へ
ば
失
擢
千
績
に
於
て
)
株
式
合
枇
に
劃
し
て

依
然
と
し
て
株
式
譲
渡
の
利
錠
を
保
存
せ
し
め
る
事
も
亦
同
一
理
由
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
、
此
原
理
は
斯
の
如
き
明
文
あ
る
場
合
の
外

尚
流
通
性
多
き
有
償
設
穿
に
準
用
し
て
然
る
べ
き
も
の
で
な
い
か
と
息
は
る
o

要
す
る
に
戻
裏
書
に
際
し
混
同
の
護
生
せ
ざ
る
は
全
く
詩

雰
流
通
性
を
を
前
提
と
し
て
理
解
し
得
る
所
で
あ
ら
う
。

(註
6
)

A
振
出
受
取
の
然
替
手
形
が

B
よ
り

c
.
C
よ
り

D
.
D
よ
り

A
又
は

B
に
裏
書
さ
れ
た
と
せ
ば
比
最
後
の
裏
書
が
艮
裏
書
で
あ
る
・
此
場
合

例
へ
ば

A
よ
り

R
C
D
に
償
還
請
求
を
な
し
た
り
と
せ
ば

B
G
D
は
其
支
携
を
拒
絶
す
る
事
が
出
来
る
と
云
ふ

D
が
活
設
で
あ
一
る
・

(
ω
g
z
'
m可
F
E
N

5kp江
戸
沼
・
]
斗
印
旨
E

H
印

F
H
H
C
同

C
-
H∞
恥
]
印
日

)
2
5回
目
は
其
黙
に
闘
す
る
理
由
を
明
瞭
に
し
な
い
.
回
中
博
士
は

B
C
D
に
針
し

A
も
亦

債
務
者
た
る
個
人
的
事
情
に
依
る
抗
耕
に
よ
り

A
O
請
求
を
拒
絶
し
得
る
も
の
と
な
し
(
同
氏
手
形
法
概
論
三
五
七
頁
〕

C

Eロ
ロ
戸
け
は

B
G
D
O
償

還
義
務
は

A
の
償
還
義
務
に
潰
し
恰
も
保
設
債
務
的
の
も
の
で
あ
る
(
出
管
∞
君
伊
比
g
o
F
己
島
)
然
る
に

A
が
民
裏
書
に
よ
り
所
持
人
と
な
る
時
は
恰
も

主
た
る
債
務
に
混
同
を
生
ず
べ
き
も
の
故
保
澄
債
務
的
な

B
C
D
D
償
還
義
務
も
亦
消
滅
ナ
べ
〈
此
駄
を
以
て
抗
鴨
川
と
な
す
事
を
得
と

Q
J
1
2
Y活
空
宇

。E
P
H
u
m
]き
ぬ
)
振
出
入
裏
書
人
に
艮
裏
書
を
な
し
た
る
と
き
は
振
白
人
裏
書
人
が
自
己
自
身
に
封
す
る
関
係
に
於
て
は
始
よ
り
償
還
請
求
機

が
存
す
べ
き
理
由
な
し
(
自
己
に
制
到
す
る
請
求
訴
訟
は
無
意
味
な
も
の
で
あ
る
)

A
が
B
C
D
に
劃
す
る
償
還
請
求
纏
と

B
C
D
が

A
に
謝
す
る
償
還

請
求
権
と
は
並
存
(
句
記
長

1
目。B
F
G
E
U
H
5
7
v
p
C
Z
]山
由
」

の
関
係
に
あ
る
、
然
し
相
殺
適
決
に
あ
り
や
疑
は
し
い
如
何
と
な
れ
ば

B
C
D

が

A
に
償
還
し
て
始
め
て

A
に
封
ナ
る
償
還
請
求
権
を
有
ナ
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
且
つ

A
破
産
の
場
合
に
於
て

B
C
D
は
戻
裏
書
を
理
由
と

し
て
支
扮
を
拒
む
専
は
不
公
正
で
あ
る
で
あ
ら
、

1
蓋
し
手
形
闘
係
は
一
つ
手
段
で
あ
っ
て
本
来
此
背
後
に

A
B
・

B
c
.
c
D
、
D
A
O
四
つ
の
原

因
閥
係
あ
り
若
し

A
破
産
の
場
合
此
手
形
閥
係
に
於
て
相
殺
的
抗
対
に
よ
り

B
C
D
と
が
支
排
を
拒
む
時
は
原
因
関
係
よ
り
見
る
と
き
は

B
が
λ
に
勢

す
る
様
利
(
之
は
破
産
の
結
果
充
分
娩
済
を
受
け
る
見
込
な
し
)
と

A
が
B
に
蝋
到
す
る
機
利
(
充
分
弊
済
見
込
あ
り
)
を
相
殺
す
る
こ
と
に
該
訴
し

A

有
償
設
品
?
の
流
遁
性

(
本
刑
判
)
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一
一一

の
債
権
者
中
単
に

B
の
み
を
不
官
に
利
得
さ
せ
る
紡
糸
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
る
場
合
は
償
還
請
求
並
存
の
闘
係
を
認
め
相
瓦
訴
求
し
得
る
も
の
と

し
て
差
問
な
き
に
非
る
か
.
唯
だ
訴
訟
経
済
を
考
へ
て
事
賃
上
請
求
せ
ザ
C

る
場
合
多
か
る
べ
き
の
み
、
。
阿
国
ロ

VHH廿
。
保
誇
債
務
的
理
由
に
よ
る
抗
競

は
之
亦
賛
成
す
る
を
得
な
い
裏
書
人
振
出
入
は
支
梯
人
引
受
人
に
封
ず
る
関
係
は
一
穂
の
保
設
的
と
五
ふ
を
得
ぺ
き
も
後
者
が
前
者
の
債
務
に
付
き
保

諮
的
の
関
係
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
‘
其
手
形
交
付
の
原
因
闘
係
上
後
者
が
前
者
の
債
務
に
保
諮
閥
係
に
立
ワ
理
由
全
く
な
き
専
に
依
っ
て
明
か
で
あ

る
唯
だ
前
者
が
償
還
義
務
を
排
済
ナ
れ
ば
後
者
は
其
償
還
義
務
を
菟
れ
る
は
順
次
的
償
還
義
務
を
認
め
る
不
経
済
を
股
却
す
る
便
法
に
外
な
ら
な
い
。

山
川
松
本
博
士
は
後
者
。
裏
書
は
白
己
の
前
者
に
債
務
を
久
携
ナ
る
意
思
な
き
事
を
以
て
A
か

B
C
D
に
償
還
義
務
な
き
も
の
と
す
(
手
形
法
二
六
八
)

然
し
償
還
義
務
は
裏
書
人
の
意
思
表
示
上
の
放
カ
に
某
く
も
の
に
非
ざ
れ
ば
此
設
に
依
る
を
符
な
い
。

(
註
T
)

引
受
人
が
満
期
後
に
民
裏
書
を
長
け
又
は
良
市
訳
書
を
受
け
た
引
受
人
が
満
期
に
於
て
倫
手
形
を
有
す
る
と
き
は
其
手
形
は
混
同
に
依
り
消
滅
し

た
る
も
の
と
見
る
は
相
霊
法
に
於
け
る
迦
訟
で
あ
る
(
言
ロ
ゲ

-
P
R
;
c・
2
H
-
E
B
E
開
。
同

C
・回目・

3
目。
5
5
L言。
r
E
S
E

七
c

旨
g
∞
-
F
U
U
H
H
E
:
。‘

m
E・
)
松
本
博
士
は
支
扮
拒
絶
謹
書
作
成
後
又
は
其
作
成
期
間
経
過
後
の
民
主
刊
に
於
て
の
み
斯
る
放
カ
を
生

ず
る
も
の
と
な
す
(
手
形
法
二
七

O
瓦
)
然
し
此
場
合
混
同
を
生
ず
る
も
の
と
見
る
は
該
手
形
は
満
期
と
共
に
流
遁
の
目
的
を
有
せ
古
る
に
よ
る

(Ea

o
E
B各
同
国
戸

S
H
S
E
E
d
E
E
F
Z
E
Z
Eご
忌
)
引
受
人
と
の
闘
係
に
於
て
は
満
期
後
は
決
済
の
目
的
の
み
を
有
ナ
る
・
共
事
賃
上
流
通
す
る

と
否
と
を
問
は
ず
叉
償
還
請
求
権
の
愛
生
と
相
関
す
る
も
の
で
も
な
い
、
後
裏
書
と
俊
件
を
同
く
す
る
を
要
し
な
い
。

同
中
博
士
は
満
期
後
の
引
受
人
へ
の
艮
裳
書
は
混
同
を
生
ぜ
ざ
る
も
の
と
併
す
る
は
同
一
人
が
手
形
闘
係
に
於
て
数
例
の
資
桁
を
粂
ぬ
る
専
を
妨
な

き
の
到
論
を
一
貫
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
此
場
合
引
受
人
に
手
形
譲
波
の
利
径
を
奥
ふ
る
必
要
を
疑
ふ
も
の
で
あ
る
。

(2) 

後
裏
書
に
於
て
は
揖
保
責
任
を
負
推
せ
し
め
や
又
恐
ら
く
善
意
取
得
の
原
則
も
行
は
れ
な
い
が
あ
ら
う
。
こ
れ
は
単
に
指
名
債
権

譲
渡
の
殻
力
の
み
を
附
興
し
て
居
る
(
子
二

O
、
小
二
四
)
。
蓋
し
支
梯
担
絶
読
書
作
成
後
又
は
支
掛
担
絶
読
書
作
成
期
間
経
過
後
尚
手
形

が
債
権
者

ω千
中
に
あ
る
は
(
小
切
手
の
場
合
は
担
結
読
者
作
成
後
又
は
基
一
不
期
間
経
過
後
)
其
手
形
が
支
棉
人
よ
り
支
挽
は
れ
ざ
り
し

場
合
に
し
て
手
形
と
し
て
は
も
は
や
経
常
の
批
態
に
非
十
位
選
手
続
に
移
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
も
は
や
流
通
の
鴻
め
に
望
ま
し
き
も



の
で
は
な
い
、
従
っ
て
流
通
に
貢
献
せ
ん
が
埼
め
に
裏
書
に
封
し
法
の
附
典
せ
る
権
保
責
任
及
び
公
信
力
は
今
や
之
を
附
典
す
べ
き
理
由

な
き
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
、
之
れ
後
裏
書
に
単
な
る
譲
渡
の
殻
力
の
み
を
資
生
さ
せ
た
所
以
で
あ
る
、
本
来
流
通
を
目
的
と
す
る
裏
書

な
る
特
殊
の
制
度
が
不
渡
の
事
故
に
よ
り
此
目
的
を
這
ふ
を
至
嘗
と
せ
ざ
る
に
至
り
俄
然
其
故
力
を
止
む
に
至
っ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

之
と
同
一
理
由
に
よ
り
引
受
桓
絶
誰
書
作
成
後
の
霜
替
手
形
は
遡
求
に
依
っ
て
手
形
閥
係
を
清
算
す
べ
き
運
命
に
あ
り
斯
の
如
き
手
形

の
流
通
は
笠
ま
し
き
も
の
で
は
た
い
従
て
斯
る
手
形
に
た
し
た
る
裏
書
は
特
に
規
定
な
き
も
捨
保
責
任
を
課
す
べ
き
も
の
非
・
?
と
解
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
(
同
話

m
g
Z
E
E
-
;
。m
-
g
t
p
E自
由
)

0

(3) 

有
償
詮
券
に
署
名
し
て
作
成
し
た
る
も
未
だ
瑳
行
せ
ざ
る
誰
券
が
遺
失
又
は
窃
取
さ
れ
而
も
取
引
に
置
か
れ
た
る
場
合
英
署
名
者

は
責
任
を
負
ふ
や
否
や
に
付
き
無
記
名
詩
家
に
付
い
て
は
濁
挽
一
民
法
七
九
四
僚
は
之
を
背
定
し
て
居
る
、
周
学
設
を
見
る
に
手
形
行
待
が
署

名
に
依
っ
て
妓
力
を
生
や
る
も
の
と
な
す
創
造
説
(
同
居
与
芯
里
山

gozo)
は
之
を
肯
定
し
千
形
行
震
は
交
付
に
よ
っ
て
妓
カ
を
生
や
る
も

の
と
す
る
交
付
説
(
口
出
向

25m何回
p
g氏
。
)
又
は
契
約
設
は
此
場
合
交
付
又
は
契
約
な
き
が
故
に
署
名
者
は
責
任
を
負
は
ざ
る
も
の
と
解

す
る
、
然
し
雨
者
は
問
題
の
中
核
を
逸
し
て
居
る
、
問
題
は
手
形
行
震
が
何
時
放
力
を
生
歩
る
や
に
依
っ
て
決
す
べ
き
に
非
十
手
形
行
持

の
技
力
強
生
時
期
如
何
を
問
は
や
ノ
一
方
に
於
て
其
千
形
の
表
象
に
信
頼
せ
る
手
形
の
善
意
取
得
者
、
他
方
に
於
て
窃
取
さ
れ
又
は
遺
失
し

た
る
手
形
署
名
者
、
此
雨
者
の
利
害
相
反
す
る
欣
態
を
如
何
に
調
和
す
べ
き
か
に
存
す
る
、
即
ち
善
意
取
得
者
に
千
形
上
の
樺
利
を
興
へ

れ
ぽ
署
名
者
に
義
務
を
負
捨
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
や
署
名
者
に
義
務
な
し
と
す
れ
ば
善
意
取
得
者
に
権
利
取
得
な
き
も
の
と
な
さ
ざ
る
べ

か
ら
や
ノ
、
此
場
合
詮
穿
の
流
通
性
を
重
要
闘
す
る
立
場
よ
り
す
れ
ば
署
名
者
を
犠
牲
に
し
て
も
善
意
取
得
者
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

此
問
題
の
解
決
は
手
形
行
活
の
技
力
費
生
時
期
如
何
に
よ
り
決
す
べ
き
に
非
や
流
通
性
保
護
に
重
駐
を
置
く
べ
き
や
否
や
の
慣
値
判
断
の

有
償
誇
非
少
の
流
遁
性

(
本
間
〕
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問
題
と
し
て
取
扱
ふ
事
に
よ
り
王
営
な
解
決
を
得
る
で
あ
ら
う
、
共
結
果
手
形
小
切
千
、
共
他
流
通
性
の
大
な
る
詩
家
に
あ
っ
て
は
善
意

取
得
者
の
保
護
を
重
観
す
る
を
至
賞
と
す
る
も
流
通
性
の
小
な
る
記
名
語
家
の
如
き
は
遺
失
主
、
被
害
者
の
保
護
を
至
首
と
考
へ
る
o

(4) 

株
式
合
祉
の
取
締
役
か
監
査
役
の
承
認
な
く
し
て
取
結
投
宛
に
手
形
を
振
出
し
た
場
合
共
子
形
行
待
は
無
款
に
し
て
合
祉
は
手
形

上
の
責
任
を
負
は
ざ
る
や
、
大
審
院
は
従
来
其
手
形
行
待
を
無
款
と
た
し
舎
枇
に
手
形
上
の
責
任
な
き
も
の
と
解
し
た
、
松
本
博
士
は
千

形
債
権
行
震
は
皐
調
行
賞
な
る
故
に
商
一
七
六
僚
に
所
謂
取
引
に
非
十
監
査
役
の
承
認
を
要
せ
や
ノ
手
形
物
権
行
常
は
同
僚
に
一
疋
ふ
取
引
に

該
A

回
国
す
る
が
故
に
監
査
役
の
承
認
を
要
す
る
、
市
し
て
曾
祉
と
取
引
す
る
(
舎
吐
よ
り
手
形
の
所
有
権
を
取
得
す
る
)
者
は
監
査
役
の
承

認
な
き
故
手
形
所
有
権
を
取
得
せ
や
従
っ
て
手
形
債
権
行
局
に
よ
る
手
形
債
権
を
取
得
せ
歩
蓋
し
手
形
債
権
行
局
は
手
形
所
有
権
在
取
得

ナ
る
者
に
封
し
手
形
債
務
を
負
捨
せ
ん
と
欲
す
る
単
調
行
震
な
り
と
の
設
を
と
る
が
故
で
あ
る
。
然
し
共
無
擢
利
者
よ
り
善
意
に
て
千
形

所
有
権
を
取
得
し
た
者
は
合
祉
に
艶
し
手
形
債
樺
を
取
得
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
居
る
(
同
博
士
私
法
論
文
集
四
一

O
頁
以
下
可

又
田
中
(
耕
)
博
士
は
商
法
一
七
六
僚
の
取
引
と
は
原
因
行
常
た
る
取
引
行
潟
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
手
形
行
震
の
如
き
原
因
闘
係
決
済

の
千
段
行
魚
に
付
い
て
は
監
査
役
の
承
認
を
得
る
事
を
要
す
る
取
引
に
該
首
せ
歩
、
従
っ
て
合
枇
よ
り
直
接
に
手
形
を
取
得
し
た
者
に
艶

し
で
も
曾
祉
は
手
形
債
務
を
負
推
す
る
然
し
原
因
閥
係
よ
り
生
歩
る
抗
帰
を
以
て
封
抗
す
る
事
が
出
来
る
、
但
し
曾
枇
よ
り
直
接
に
手
形

を
取
得
し
た
者
の
後
者
に
劃
し
て
は
単
に
手
形
関
係
に
基
き
債
務
を
負
婚
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
居
る
(
商
法
研
究
第
一
巻
五
七
九

頁
以
下
)
、

余
は
商
法
一
七
六
僚
の
規
定
を
以
て
取
締
役
の
行
動
に
よ
っ
て
合
祉
の
受
け
る
不
利
益
在
防
禦
す
る
千
段
と
解
す
る
が
故
に

上
越
の
問
題
は
此
曾
祉
の
利
益
を
擁
護
す
べ
き
か
又
は
手
形
善
意
取
得
者
の
利
益
を
保
護
す
べ
き
か
の
利
盆
考
量
償
値
判
断
の
問
題
と
解

す
る
、
而
し
て
舎
一
位
自
ら
設
け
た
る
取
締
役
の
背
任
的
行
震
の
不
利
益
を
千
形
の
流
通
牲
を
犠
牲
に
し
て
手
形
の
善
意
取
得
者
に
轄
嫁
す



る
事
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
考
へ
る
が
故
に
此
場
合
舎
一
位
監
査
役
の
承
認
を
得
ざ
る
取
締
役
の
手
形
行
活
を
無
殻
と
す
べ
き
で
は
な

い
と
解
ナ
る
を
至
営
と
信
す
る
。

(
手
形
行
震
は
阜
に
手
段
的
任
務
の
み
を
有
し
舎
祉
に
損
徳
を
生
A
Y
ベ
き
原
閃
行
錆
に
付
き
監
査
役
の

監
替
あ
る
を
以
て
共
手
段
行
錯
に
は
監
査
役
の
承
認
を
要
せ
す
と
一
式
ふ
見
解
に
基
く
も
の
で
は
た
い
、
如
何
と
な
れ
ば
た
と
へ
原
因
行
詩

の
履
行
の
魚
め
た
り
と
離
も
一
日
一
手
形
を
振
出
し
た
以
上
手
形
に
基
き
請
求
さ
る
λ

不
利
盆
、
少
く
と
も
立
設
責
任
に
於
て
合
祉
側
の
被

る
不
利
益
少
し
と
し
た
い
、
従
ハ
ノ
て
手
形
行
震
の
手
段
性
の
理
由
に
よ
っ
て
監
査
役
の
承
認
を
要
せ
ヂ
と
す
る
見
解
に
は
賛
成
出
来
た
い
、

余
は
率
直
に
舎
祉
の
利
盆
と
手
形
取
引
の
安
全
と
何
れ
を
重
し
と
な
す
ゃ
に
依
っ
て
決
せ
ん
と
欲
し
た
)

0

以
上
単
に
数
種
の
問
題
を
列
挙
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
向
右
の
外
、
舎
一
位
名
に
依
る
記
名
捺
印
が
手
形
行
震
の
署
名
た
る
妓
力
な
き
ゃ
否

ゃ
、
手
形
法
に
規
定
な
き
事
項
を
手
形
に
記
載
す
る
も
手
形
上
故
力
な
き
ゃ
否
や
、
錯
誤
に
闘
す
る
民
法
の
規
定
が
千
形
行
錯
に
適
用
あ

り
や
、
饗
造
手
形
に
存
す
る
署
名
者
の
責
任
如
何
の
問
題
、
其
他
貨
物
引
換
詮
に
記
載
せ
る
有
殻
期
間
の
定
め
は
共
殻
力
如
何
、
説
家
白

再
度
殻
行
を
許
す
べ
き
場
合
、
及
び
再
度
蛮
行
の
場
合
に
奮
設
穿
と
新
設
雰
共
に
流
通
す
る
事
よ
り
生
十
る
法
律
的
殻
呆
如
何
等
、
有
償

詩
券
の
問
題
は
謹
き
る
所
を
知
ら
な
い
。
も
と
よ
り
誌
に
一
々
之
を
論
歩
べ
き
暇
が
た
い
、
然
し
有
慣
詩
券
の
問
題
は
何
れ
も
先
づ
其
流

通
性
に
如
何
な
る
影
響
を
及
す
か
を
直
脱
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
或
は
流
通
性
に
全
々
闘
係
た
く
躍
に
概
念
的
に
決
定
す
る
を
相
官
す
る

問
題
も
可
た
り
に
多
い
例
へ
ば
小
切
手
の
基
一
不
期
聞
は
振
出
日
附
を
入
れ
て
十
日
間
か
十
一
日
聞
か
の
問
題
の
如
き
又
鴛
替
手
形
た
る
普

告
文
字
は
表
題
に
記
載
す
る
を
以
て
充
分
と
す
る
や
手
形
本
文
に
記
載
す
る
を
要
す
る
や
、
千
形
用
語
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
周
ゐ
得
る
や

否
や
の
如
き
全
く
流
通
性
と
は
閥
係
た
く
規
定
の
概
念
的
加
工
に
よ
っ
て
説
明
し
得
ベ
き
問
題
も
存
在
す
る
が
、
然
し
此
場
合
と
雌
も
誰

雰
の
流
通
性
に
閥
せ
ざ
る
事
を
眼
中
に
入
れ
て
む
解
鮮
で
あ
る
、
共
流
通
牲
に
闘
係
あ
る
場
合
に
は
其
黙
を
考
慮
に
入
れ
目
的
論
的
加
工

有
償
誇
止
対
の
統
活
性

(
本
間
)

一
二
五



東
京
商
科
大
血
中
研
究
年
報

法
血
中
研
究

f広

務

一
一
一
六

並
に
概
念
的
加
工
の
調
和
を
以
て
す
る
に
非
ざ
れ
ば
到
底
安
官
な
る
解
決
は
之
を
望
む
こ
と
が
出
来
た
い
。
邸
ち
有
償
詮
索
の
諸
問
題
に

於
て
も
有
償
詮
赤
制
度
の
目
的
が
共
解
決
に
大
た
る
役
目
を
演
す
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ら
う
。

× 

× 

× 

以
上
の
諸
鈷
を
繰
返
す
に
要
す
る
に
有
償
設
家
法
上
の
諸
原
則
は
有
償
誰
雰
の
流
通
に
貰
献
す
る
も
の
と
し
て
始
め
て
共
存
在
理
由
を

見
出
し
得
る
こ
と
及
び
有
償
詮
血
妙
法
上
の
諸
問
題
は
読
券
の
流
通
性
を
考
慮
し
て
始
め
て
安
省
な
る
解
決
に
到
達
し
符
べ
き
こ
と
を
明
か

に
し
た
、
此
事
は
近
代
資
本
主
義
経
済
が
有
慣
詮
島
知
を
必
要
と
す
る
理
由
が
権
利
の
商
品
化
、
擢
利
の
流
通
化
に
存
し
た
事
と
相
照
憶
す

る
も
の
で
あ
っ
て
詮
多
の
流
通
性
が
有
償
誰
券
法
上
に
於
て
如
何
に
指
導
的
任
務
を
有
す
る
も
の
な
る
か
を
認
定
す
る
に
充
分
で
あ
ら
う
、

而
し
て
又
有
慣
詩
雰
法
の
研
究
は
手
形
理
論
、
権
利
表
象
論

3
4
2宮市
5
5。
ユ
晶
、
伊
∞
住
民
E
P岱
C
E
F
S
H
t
)
等
の
如
く
単
に
概
念
的
分

析
的
研
究
を
以
て
充
分
と
す
る
も
の
で
な
く
読
雰
流
通
の
立
場
よ
り
目
的
論
的
加
工

(
S
U
C
H
O
包
E
C
V
O

4
2
P円
ゲ
巾
凶
作
戸
出
向
)
に
よ
る
補
足

研
究
を
必
要
と
す
る
所
以
を
知
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。


